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序 文

宗像市は福岡市・北九州市の中間に位置し．
両大都市の通勤圏となっており、

両大都市間のベッドタウ
ンとしての様相を日俎農くしています。

本市はこのような状祝のなかで、噂術・文化都市J とし
ての将釆構想実現の

ために官・民一体となって活動しております。

名残遺跡群は市東南部の大型住宅関発に先行し
て発掘調査を実施した遺跡です。

発掘調査では弥生時代から中罷に
かけての集落と墳墓洲食出され、数多くの重要

な遺物が出土しています。前方後円墳の新た
な発見ゃ弥生時代の大型土壊墓群の

確認、あるいは鏡や鉄文の出土に見られるよっ
ーに非常に多岐にわたっており、古

代「むなかたJ の一端を垣111l見ることができます．

本書は遺跡群のうち 冨地原梅木遺跡の弥生時代か
ら中世にかけての発掘調査

ヽ

の中から弥生時代の集落・墓地詳の調査成果を収めています。
とくに大規模な土

壊墓群からは鉄文をはじめとする貴重な資料を多く呈示でき、
この時期の墓制を

考えるうえで重要な調査であったといえます。

本書が広く文化財の保護およぴ学術研究の一資料とし
て貢献することを念願す

るとともに、発掘調査全般にわたっ
てご協力いただいた多くの方々に心から感謝

の意を表する次第であります。

平成3年3月30日
宗像市教育委員会

教育長 森下 照清

---



例 言

I. 本書は、宅地造成に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査を行った名残遣跡群

，，，うち、 1983・ 訊年度に実施した冨地原棒木遺跡の調査報告である。

2. 発掘調査は、橿闘県住宅供給公社の委託を受けて、宗像市教育委員会

が実施した。

3. 冨地原権木遺跡の調査で得た遺構・遺物は多量にのほり．古墳時代以

隣の資料は r名残恥において龍年度に報告を行っている。本書では弥

生時代の遺構に関して輯告を行う。これをもって本遺跡の事実報告は一

応終了する。

4. 遺物の整理作業は宗像市文化財整理室でその一筋を行ったが、後に九

州歴史資料館において同館横田義章・文化課岩瀬正信両氏の指導の下で

実綸した。

5. 遺構の実測は主に飛野・原・編田裕士・寺島克史が行い、遺物の実瀾

は飛野・若松・鬼木つや子・佐藤みゆき（九州歴史資料館）が行った。

，，お、石器の一部は水ノ江和同（文化課） ・栗焼憲児（大分県中津市教

育委員会）・ /II畑和弘（滋賀県）の諸氏の協力を得た。

また、襲図は広煽久美・清家直子・徳永映子・豊lll弥生•関久江•森

山シズ子・前田美奈の諸氏と飛野が行った。

6. 使用した写真は出士遺物のうちの士器・鉄文・鉄鏃を九ff1歴史資料館

石丸洋氏が、他の遺構・遺物は飛野が撮影した。なお．空中写真Iir稲

富」に依頼した。

1. 本書の執筆・編集は飛野が行った。
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第1章はじめに

この報告書は名残遺跡群として総称される詣遺鷲のうち、菖馳原棒木遺跡に関する第二贋目

の報告書であり、昨年,1990年度に籟告した古墳時代・中世の遺講・遺物('名残恥）に綴い

て弥生時代の遺講・遺物についての報告を行う。

調査にいたる経緯に関しては他の精告書でも随時記されておりここでは省略したい。周辺の

遺跡については市域の弥生時代の遺跳に11!って次章にまとめることにする。

発掘・整遅にあたっては以下のように組織で行った。

総 括宗像市教育委員会教 育 長森下照清

教 育 部山田政信

社会教育課長吉田繁利

文化係長尾山 清

庶猜・会計 全 事北野隆文

発掘調査 主 事原 俊一

嘱 託飛野博文（現福岡県教育委員会）

調査指導 九州大学助 手 1B中 良之（現九州大学助教授）

遺跡は約20,000m'の山林・畑地を対象とするもので、古墳の墳丘を除く丘陵のほぼ全域を

表土掘削し、低地には試掘溝を入れて文ft.Itの有隻を確認した。しかし、試掘溝で検出できな

かったとしてもやはり全体の表土綱ぎを行っておればという後悔の念は今1こして強く感じてい

る。たとえば26号墳北11!の一段落ちる平坦面（以前は畑尾であった）にはたしてさらなる袋状

竪穴群が存在しなかったかと。

また、予想だにしていなかった土壕墓群に遭遇したこともあって．調査の段取り等に腐心し、

かえって遺構1こ対する集中力を欠いたことも多々あり不十分といわざるを得ない調査になった

と痛感している。特に鉄文という本遺跡でもっとも特筆すべき遺物を出土Lた土櫨茎SKIは

以下にも記すように当初は住居躊と判断したために埋葬部の詳編な把編ができないままに終わ

るという痛恨事であった。

不十分な調査で終わったものの多くの方々の尽力で瀬く 7年を経て報告の責を果たせたこと

を担当者として深く感朧いたします。
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第1図周辺遺跡分布図 (1/5-0,000)
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第2章 周辺の弥生時代の遺跡

ここ数年の開発6為によってそれまでほとんど知られていなかった市内の弥生時代の生活の

跡が徐々に知られてきた。それらのいくつかについて慨観する。

石丸遺躊9註"

4的,.,に満たない丘陵遍を調査し、 II基の 1袋状）竪穴・溝状遺構・古墳等を検出している。
3号貯識穴とする竪穴から土器・獣骨・貝類等が集中して出遺物量は概して少ないが、うち｀

土している。中期初頭とされる。

光岡長尾遺跡註い（第3図）

標高3如1の丘陵頂部を囲んで、直径42~46m(溝底閏）のほぽ円形を呈するV字溝、そして

溝の内外で50基以上の袋状竪穴群を調査した。陶填の出土で著名である。 v字溝は幅4m、深

さ3.0mの規模を有し南北に幅J.5mの陸橋を削り残していた。前期末ー中期初頭に属する遺

跡である。注目すぺきは同時期に属する住居跡等の遺構を検出できなかったことである。

大井三倉遺跡9註3)

農地構造改善事業にともなって発見・調査された。蛇行鉄器を出土した注目すぺき古墳群を

含むが、ここでは煎期中葉頃の遺物も出土した環濠を重視したい。丘陵の先嬬近く｀標高22m
! 

~/·· 
~ 

f呂

。
匹

112園 光繭長尾遺鼈遺構配置図 (1/1,000)
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余の嬉点を駐ぶ所とする一帯を画する1115m、深さI.細のV字溝を約90mの長さにわたって発

掘し、その間には輻6mの陸儲部も検出している。内部にやI等の遺揖も発見できなかった点は

悔やまれるが｀袋状竪穴のような深い遺樗の存在は疑問視されている、3

遺物としては一郎が報告されているのみである。そのなかで円板張り1すけ状の底部を有し、

体部最大往部に稜をもって以上が内彎Lて立ち上がる壺．騨部が高く延ぴ．脚端近くに段を付

けて開きが大きくなる高杯などは特徴的な遺物である。

久原遺跡1註<)

市民総合センクー達設に伴う大規模な発掘鯛査が実施された。ここも後期の前方後円墳を含

む50数基の古墳群が重複してある複合遺諭で、弥生時代の遺構としては袋状竪穴と土凛墓・甕

棺墓が検出された。鰈高約30-40mの地点にある。

袋状竪穴は現状では平坦な地形に1胡らが群集していた。蔚期の柊わり～中期に属するという。

土蠣墓は薗期・中期のものがあり、甕棺墓は請期に属する，蔀期の土凛墓 (8基）・甕棺墓

(5基）群は袋状竪穴群と同じ平坦端にあって、距離的にも近く、薦者を区画する遺構はない

ようである.li!l葬品として土嘱墓から有柄式磨製石剣I・ いわゆる朝鮮式磨製石鏃4点がまと

まって出±し、別の土墳墓からは供献された小型壺が出土している。中期の土凛墓評 (33基）

は前期の遺構から簾れて丘陵上に位置する。規則的な方向性はないが、いわゆる二段掘りのも

のが多い点で前1111"'それと異なるという。その1基から細型銅剣・銅矛（及耳）が並んで出土

している。またここでは墓群の南靖に祭祀土坑が註置されていた。

曲香畑遺跡（註5)

農園造成に先立って標高35m前後の丘陵が削平されることになり発掘調査を行った。竪穴群

は狭い鞍部を挟んで 9 群に分かれ、それぞれ26• 48基を検出したが．中58基が袋状竪穴である。

竪穴群"調査区内に一郎の空地を残して万遍なく分布するものの、住居跡は検出できず、柱穴

も発見しえなかった。削平を考慮しても住居篤は元来ここには存在しなかったのではないかと

いう疑念が残る。遺物はほとんどが未整理であるが前期後半ー末を中心とするようであるこ9

光岡軍場遺躊（註6)

畑地造成にともなって調査を行った古墳の下1f1から大小24基の士墳墓が検出された。その内

，，2基では墓壕内に壼の供献が見られ中期後半とされる。祭祀土坑は検出できていない。遺
跡は標高38mの丘陵上にある。

須恵クヒノ漏遣跡（註7)

釣JI]を服下に見る標高30m余の丘陵上に営まれた全長40m弱の前方毯円墳の下層で検出した．

古墳下層で 9棟の方形住居鱚（弥生終末一占填机頑）と多数の柱穴群、古墳下層および周辺で

一ヽ ー

' 

i

'

’

9

-
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20基前後の袋状竪穴等を調査した。袋状竪穴は信期ー中期前キ頃としてよかろう（未整理）。

ここでは袋杖竪穴とともに多数の柱穴群が存在する点で興味深い。ただ詳織は肇理を待つこと

としたい。

琴 39.0

0-6 

．
 

葛4園 光1111草湯遺臆2号土績墓および同出土土器実瀾図(1/狐 J/8)
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他に信l町町の坪遺跡では標釦5-

20mの低丘佼裾で弥生中期のl'I形住居

跡を、 fl坂―町IUJ遺跡ではやはり中期

の倉庫跡を調査している'""・ また

東郷遺跡群と Lて総称される、本市の

大規模団地造成の囁矢となった調査で

も中期の生活跡を検出している'""。

前者は未報告であり｀後の2遺跡では

集落としては不明瞭な点を残している。

忍°〇 ヽ

a》 匹

第5図須恵クヒノ浦遺跡Ill配置図 0/1.000)

また、後期後半以降の遺構・遺物も量的には少ないものの知られるようになってきたが、帰

属時期の問題もあり111別遺跡の況明は省略する。

以上に市内の弥生遺跡について概観してきた。遺構の性格・ 時期を考え合わせるとまだまだ

着薄な感を免れえない。すなわち、繭期の環濠・袋状竪穴・墓嶋、中期の墓鍮と生活跡の一部、

後期終末の住居跡などが調査されたに過ぎないのである。以下にまとめてみる。

立地をみると薗～中期の遺跡は市域を東酉9こ貫流する釣JIIの両胃に広がる可輯地（低鍮）の

周囲を取り巻く低丘陵上にいずれも位置している。可講地は決して広いとはいえなが、釣Ill自

体小河川と言うぺきで.JII近くに低丘陵が複雑に発達していることも初期の農積生活には適し

ていたと言えよう。逆の見方をすれば集落が絋大発展していく自然な現象を阻んだものも地形

的要1!1であろう。上記の須恵クピノ浦・曲香道・光閾長尾・久原の各遺跡It!-1.Skmの組離

を隔ててほぼ同時期の袋状竪穴群が営まれている。しかも各遺跡は互いに見える位置にある。

石丸遺跡そしてここに報告する冨地原榛木遺跡も同様の位置にあり．先の4遺跡とは 3-4

kmの距離を保つに過ぎない。これらが相互に景緑であったとは考え難く、協力あるいは敵対

関係を繰り返していたのであろう。いずれにしても大規模と呼ぺる弥生時代の遺跡は現在まで、

そしておそらく将来的にも宗像市域に隈れば予想は困難と考えている。

中～後期の遺跡はやがて可耕漉縁辺の山裾へも進出する。野坂一町111l遺蓄などがそうである，

一方で以前として丘陵状にも生活の湯を求めているが、当然であろう。

遺構としては住居跡の検出例が乏しい反面．袋状竪穴の発損例が多く｀ここ数年では墓地の

様相も明らかになりつつある。住居跡では確実に前期に瀑る資料はなく、中期に関しても朝JIJ

町の坪の住居跡、野坂ーJIJllll・ 須恵クヒノ浦遺跡の竪穴あるいは柱穴の資料の値には生活跡

は不明であるb 後期でも終末近くの遺構はいくつかある。須恵クヒ 9滅・久原滝ヶ下・

-•-
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．恥;•JI仰UOIの請遺跡がそうである．久原滝ヶ F遺跡は畿内系上器とともに鉄誕が紹介され

ている。

g地は上記の久原・光I刈位場遺跡のほかに、 If留il<lll遺跡で後期の小児甕1113基が発掘され、

ガラス小土・碧土製管玉が出土している。また、名残遺跡群中、徳鼠砧田遺跡で箱式石棺暴詳

が検出されているが調査は完了しておらず、細部ははっきりしない。成人用甕棺は音景であI],

瘍制の主流はあくまでも土膿墓であった。

遺物の画では、かって釣Ill河床から出土した広型銅矛片が唯一の青銅器であり、甕棺葬文化

圏の外に位置することと相まって、それまでほとんど顧みられることがなかった。しかし先の

久原遺跡出土の細型銅剣，鋼矛•朝鮮式磨製石鏃などは当地域の弥生文化に対する見方に一石

を投じた。上記の遺物に加えて、光岡長尾遺跡出土の陶填も弥生文化の伝播）いートに関連して

注目されている。土器の様相に関しては既綱査で検出した量が多量であったことも災いしてほ

とんどが未報告に終わっておI)、不明な点が多い。そうした中でも違責Ill流域として包括され

る地域により類似する点が指摘されている。

註1.宗像町教育委員会「石丸遺跡」 9『宗像町文化財調査輯告書』第4集,1980)

,. 原餞一＇宗像の考古学」（『福罠考古』第 13号.19邸）

3. 宗像市教育委員会＇大井三倉遺鍮,('*像市文 ftllill直譲店貫』第II集、 1987)

,. 宗像市教育委11会＇久願遺舷一概報 古代宗像をさぐる一」,,宗像市文化財調査報告書J第19集`

1988) 

5. *像市教育委員会「曲香畑遺跡,,『宗像市文化財調査報告書』第7集、 1筑4)

6. 宗像市教育委貝会『光潟草場遺鼈」 9『宗像市文化財癸掘謁企籟告書』第1頌し、 1987}

7.1983年、飛野が担当者となって宗像市数育委員会が讀査。

8. 宗像市教育委員会冶坂一町閏遺蕎,('宗像市文化財調査糧告書』第9集、 1郎5)
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JO. 宗像市教育委員会 r王丸河原遺鯰,('宗像市文化財調査義告書』第9集、 1碑5)

註を付していない遺跡について"註2文猷による。
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饒6園 冨蜻原樟木遺跡周辺地形瀾量図 (1/3,000)
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舅7園 冨地願掏木遺跡弥生時代遺講配置図 (1/900)
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第3章 調査の内容

以下に調査の結果を住居鯵、竪穴（以下、袋状竪穴等をこう略す）．土讀墓の順に記す。遺

物の実測図は遺構の種類毎にまとめた。

i)住居跡

調査区甫蝙に住居躊SBl-3が北漏に住居跡5B12-17が位置する。これらは煩地とし

て利用されていたところである。そ，，他の住居跡は丘陵上及び酉震の平坦画にあって竪穴•土

凛墓群と混在する。調査蒻は一面に櫂木が生い茂っていた。

SB I (図版S、第8図）

調査区最南嬬の平坦地にある。かなりの削平を受け、全体の繊摸は解らないが、残存する一

辺は長さ5.lmを瀾る。深さは最大でO.?:lmである。西隅にペッド状遺講が一郎残るが、これ

はおそらくlll隅ま

で延びていたもの

と思われる。また、

東北に位置する主

柱穴の近くにやは

り浅い段が遺存し

ており、南酉・東

北の両辺9こ添って

ペッド状遺構があ

ったことが推瀾さ

れる。

中央に径0.1-0.

8m、深さ0.2mの

炉跡があり、それ

を中心に3mの距

離をもって2本の

主柱穴がある。そ

の深さは約0.7m 

である。また痢東
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込中央付近には辺0.5-0.7mの長}f形に近い、深さ0.3mの屋内土』わがある。

出土遺物

出土遺物として柱穴から上器の小片が出土したが図示していない。甕のようで、

底部を有し．祖い刷毛目調整が確路できる。

レンズ状の

SB 2 I図版5、第9凶I

SB Iの北にある。これも削

平が著しく、壁体は南東il1のあ

たりでO.lmほどが遺存するの

みである。中央付近にあるピッ

トはやや深いが炉跡であろう．

南東i/11こ接する0.7X0.8mの土

坑を屋内土坑とすれば主柱穴,.

浙面輪にかかる 2本となる。そ

の場合に1よ南西の柱穴は周壁溝

に近すぎ、 SB! と雌な配置

を採るぺ9 ド状遺構があったも

のと思われる。

出土遺物（図版33、

第29凶2・7・8・121

士器は小片が若千出土してい

るが、時期の判定は困難である。
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石鏃12) 切っ先・返,,の先

端を欠く小型品。安山岩裂で剥

離の様子は1よっきり Lない。

砥石17・8)

繍かい。

磨石(13)

◎
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住居跡SB2実潤図 {1/80)

0
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iiiiド州
叡

屋内土坑中から出土したもので｀いずれも比較的大型で儡平な形状となる。

7は2面を使用するが、片減りが著しく蓄石理が美しい文様となって浮き出ている。また図左

，，，肉厚部分には直角方向の条痕が観察できる。石材1よ灰褐色を呈する砂岩である。目は比較的

8は図の表裏及び左右；；；縛画の4面を使用し．これもかなり片減りする。見た目以上

に滑らかな面である。石材は灰白色を呈する砂岩である。

直径1紅m,厚さ 6cm(J)丸い玲岩製。使用の痕跡のようなものは見えないが、手

でさわると非常に滑らがな表面となっている。
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8B3 (図版6、第io図）

調査区南端近くの平坦地．以前は爛

であったところにあり、これも壁体の

立ち上がりO.lmほどを残すのみで、

大きく削平されている。中央からやや

儡した位置1こ径0.6m.深さO.lmの炉

跡があり｀南西辺近く．これも中央か

らややずれた位置に屋内土坑があるa

北隅の張り出しはここにペッド状遺構

があったことを示しており、炉跡と屋

内土坑の位置は北東～南東辺にかけて

もベッド状遺構があったことを思わせ

, . 

る。

出士遣物（図版32、第12図l-3) 

床面からかなりの点数の土器が出土

したが細片化および器表の摩滅が甚だ

しく、実瀧に耐えるもの

は乏しかった。 llil/2 

弦が残る鉢で、底部はレ

ンズ状を呈して小さく突

出する感がある。また、

口縁部は内彎気味に伸ぴ

て端部が丸く終わる。 2

の口縁部は＇く」字形 1こ

屈曲するものの、反転の

度合は小さい。胴部内面

は撫でで仕上げる。 3Ii 

約2/3が遺存する。口縁

部はほぽ直立し、頸郎の

締まりが弱い。胴部は長

胴で、底部は尖底・丸底

の中間的な形態となる。

胴部内外面は覧削り様の

ぇ
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第10図住居跡SB3実瀾llll(J/80) 
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纂11図住居跡SB4実瀾図 (1/80)
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調蟄を籍すが．砂粒の移動はほとんど観察できない。

SB 4 I図版6.第ll図）

15号墳周溝の膚に接して周壁溝．往穴の一部を検出した。方形に近い炉饒を住居の中心とす

れば直径7mほどの円形住居に復原でき、主柱穴は環状に並ぶ8本を想定できるo50・53サ竪

穴を切るようで.15号墳周溝9こ約1/2を綾填される。

出土遺物（国阪氾、第29図6)

赤昧を帝びる灰褐色の砂岩製砥石で、図の表面はやや膨らむ形になる。これも使用面は滑ら

かになる。他に土器の小片があるが時1111比定は困難である．

SB 5 (図販7、第13図）

酉に延びる尾根上、 20号墳の北に接する揉高30mの地点に位置していふ切り合い関係を確

認できていないが5基の竪穴と重複していること、そして肩1J平が著しいことが災いして不十分

な調査で終わってしまった。

中央部に石を残す士坑を炉跡として6本の主柱穴を想定できる。東方の弧状の掘形は上記の

柱穴群と整合せず、発

掘のミスであるう。主

柱穴間の距離は約3m

となり、小規模な円形

住騎に復原できる。

出土遺物（第12図.)

約1/8の小片である。

口縁部は平坦面を成し

て外上方に伸び、内爛

ヘ小さく突出する。他

にも小さな鋤先状口縁

をもち、突帯を一条付

す甕の小片がある。上

述したように5基の竪

穴と重複しており、そ

の23号竪穴出土土器1こ

似る。位置的には同時

存在は考えがたく、住

I~A(丈 I 1 ． 
び゚゚ °~0 0 

• 0 。
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JM 

!11131111 住居篇SBS実瀾図 (1/80)
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居跡が浅かったこともあり誤認したものであろうか．

SB 6 (第14図）

18号墳Jlii!!ill!、標高38mの狭い平坦面にあり｀

土纏墓と切り合っている。発撼時の不注意で詞

者の先後関係を把握できない。

直径lm前後の不整円形ブランを有し、中央

土坑（炉藤と羅認できていない）を挟んで2本

の浅い主柱穴を配する。壁体は0.3mの高さが

遺存するのみである。

出土遺物

床面から甕の底部片が、柱穴から甕の口縁誂

小片が出土したが図示していない。底部はほぼ

平底で11!縁が少しくびれるタイプである。口縁

郎は只」字形に折れて靖部は小さく肥厚。

↑
 気託》

SB 7 (図版1、第15図）

SB6の南に隣接し、その一部を検出できた

のみである。必ずしも住居跡との確信を得たわ

けではないが弧状溝の形態からそう判厨した。 舅14111 住居跡S86実測図 (1/80)

出土遺物

遺構の残りが悪く、必ずしも

この住居跡に伴うものとは断定

できないが少量の土器が出土し

ている。浅く大きく広がる壺の

口縁部片.rく」字状1こ折れて

靖部が肥厚する甕の口縁部片で、

中期前半に属するものである。
ff り゚

狐， 

第15111住居跡SB7実測図 (I/的）
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鯖16図 住居跡SB8実瀾図 (1/80)

SEE （図111[7.第16図）

SB7の南にあり、南端は急蕗する麿、酉霞は切り通しによって大きく削乎されている。住

、ヽ

居跡の北辺は弧状｀東鋼は直線的となるが本来は円形を呈していたと思われる。中央部に土凛

墓 (SK93)があり、炉跡は不明であるが6本の主柱穴配置を想定できる。その直径は3m余

である。

出土遺物（第12図5)

図にドフトを落とした11穴から口縁部内面に帖土帝を張りつけて、口靖面の上下両靖1こ刻み

を付す壺の小片が、また．埋土中から撫軸羽状文を刻んだ小片、鋤先状口縁部片などとともに

図示した土器が出土している。図示した部分の1/4が遺存する。口縁部は逆L字形に屈折し．

ほぼ水平な面を作る。．器面は荒れて調整痕を観察できない。

S89 (図版8.第17・18図）

15号墳墳丘下で、鍮山のIB地表除去後に検出した。壁体がまった（遺存Lていないことや、

近世墓•土濃墓・竪穴が重複しているために不明な点が多い。中央部に位置すると思われる炉

跡は0.75X0.5mの長方形ブランを有し、埋土中に焼土を多く含むとともに．第18図に示した

状態で土器を出土している。なお、炉壁は焼けていない。主柱穴は定かでないが、炉跡を挟ん

-17-
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で0.6mの等距離に位置すふ長輪鑢上の 2錮の柱穴

，，存在は評衝すぺきかも知れない。

出土遣物（園釈ウ．第12図6-9)

6・7は注記が漏れているが、炉諭の土器出土状態

，，実瀾図およびひどく焼けて赤変することから炉鰭出

士と考えている。口縁部は如意形に反転するものの、

漏部が肥厚する。籠に突帯を付す甕の綾片も出土して

いる。他はSPIとした柱穴から出土した。 8・9は

如意形□縁邸を有し、蝙部下嬬に刻みを付す相似た甍
で｀口緑部内面を醐毛目で仕上げる点も共通する。

図示した土器は二時期にまたがり.8・9は先行す

る別の住居鱚の存在を思わせる。

ニ 35.0

。
寒 U

纂18置住居躊S89内炉購
遺物出土状懇実瀾図 (1/20)
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S810 II叫版 9 、第19• 20図｝

17号墳下層にあり，その主体部と重複する。また、 11号tE

居跡や3基の貯蔵穴、 1基の土壕墓を切っている。現状では

きわめて狭い尾根上に位置するが、本来的に丘陵の先端であ

り、さほど広い場所ではなかったであろう。

平面形は一辺6.8X5,5mの長方形プランに復厩でき、壁高

は最大で0.5mほどである。東辺に幡1.3m、高さ0.2mのペッ

ド状遺構を付設するが、その大部分は17号墳主体狐によって

すでに掘削されている。主柱穴の1本も主体部撼形内にあっ

こでのでぷ力ら'✓:':こ~:焼よ土か塊ろふ炉し鷲;よSご゚．； 鳳二己うもお.,
た、南辺際の屋内士坑中には2点の土器が完形に近い状態で ↑， I II I "",, 匹
残っていた。 舅1討目 住居崎S810屋内土坑

遺物出土状態実ill図 (1/20)

. , 

， 

゜匿内土坑 I 

．
 

匹

瓢勾園住居跡S810:莫ill図 (1/80)
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出土遺物（凶版32、第28図JO・11)

埋土中から中期の土器片が出土しているが、仕居の形態、そして屋内土坑中から出土した土

器からみてそれらはiJ1.入としてよい。

第19図に示したように土坑中程で10は倒立した状態で.11は口緑部を欠くが正立して並んで

出土した。 JOは完形に近い直口壺で、口縁部はほぼ直立する。底部は丸底であるが、胴部はや

や儡平となる。調整は全体に根い刷毛目を多用するが、胴部最大径111分は横方向1こ刷毛gを綸

して弱い稜線が入る。 11は口頸部を欠くが胴部は完存に近い。内面は細かな刷毛且外面上半

は縦方向の細密な磨きを入れて暗文とする。下半はT寧に撫でる。

SBll (図版9、第21図）

S BIOと同じく17号墳下層で検出した。径4.3mのPl形住居で、遺存深度li0.2mと浅い。 S

B10に切られるが、 m号竪穴を切るようである。

中央に長方形に近い炉跡があり、その東酉の均等な位置に2本の柱穴がある。

出土遣物

中央の炉跡から甕の破片が1点出土

している。如意形の口縁部を有し、や

や下位に断面三角の突帯を一条付すも

のである。
＼
 SB12 (図版IO・11、第22図）

調査対象地最北編の平坦地にあり．

SBI6を切る。この切り合い関係はS

B12において垂木の炭化材が整然と出

土したことから閾這いない。ただ、この

付近から北方に向かって包含層が存在

するために炭化材の出土にもかかわら

ず平面的に捉えることに失敗し、結果

としてSB16と同時に掘り上げてしま

った。

炭化材の分布からみて住居跡の径は

約 7mに復原でき、深度は0.紐であ

った。 23号墳1111溝に甫半を敵蠣される

が. 6本の主柱穴を有していたと思わ

•• 

炉 9屯

2゚M 

〇

◎

:::=う言ニ二;~ 
纂21園住居跡SBU実瀾図 {1/80)
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れる。

出土遺物

上記のような発掘経緯であり S816との分離は必ずしもできていないのでここにまとめる。

土暑 ilz/版32、第28図12-27)

12-23が取り上げ時にS812としたものである。 12はミニチュアの壺で、外面に黒色顔料を

室布しているようである。 13は拡娠l111が未発違の鋤先状口縁部の小片。 14は＇い字形に外反

する口縁墓の甕で、湯部は謡面方形に近くなる。 15は開きが大きいことから甕用の葦と思われ

あるものである。 16-訟は程度の差があるものの鋼緑がくびれる形態の底部で、平底あるいは

直径は5,m弱.lLの径は0.9cm、残若干の上If!民となる。 23は土器片を再利用した紡縫車。

存部の重量はSgである。

24一切はSB16として記録した遺物。 aは小型の完形品。厚底の底部を11L、胴部最大径ま

で直線的に急角度で立ち上がり、そこに断面三角形の突帝をfすす。頸部は締まらず．円鮨状の

形態となって小さく口縁部へと続く。口紺部は丸く終わり．内面に稜を打する。器表の摩滅が

著しいが、這りはいたって粗雑なものである。 25はS812の炉跡として再利用された往穴から

出土したもので、 5B16に伴うもっとも確実な資料である。口緑部は「＜』字形に外折し、端

部を上方に小さくつまむ．頸部には断面三角突帝を巡らせる。

石墨（図版筵第以図 I・ 第29図2・9・JO)

第29図311SB16として、 3点の砥石はS

BIZ出土として記録されている。

2は安山岩襲のスクレ4パー形の翡片石器

で折損する。刃輻のみ両函から繍部調整を行

う。 91i研ざ減りによるものか、あるいは使

用の便を図ったものか極嬬1こ厚みが異なる。

平面形も円形に近いものと恩われる。砂岩製。

!Oli角柱状の砥石で、図下部を欠損する。図

の上面中程に自然面が残るほかはすべての面

を使用している。特に図の上面ではliflll縁で

段が付くほどにより研ぎ込まれている。葺岩

岩製。第以図は大型の砥石で、図下方を欠損

する。 11面の4面と一部の稜鑢上を使用する。

主使用面はいずれも糧い条痕を伴って中央部

がく 1まみ、特に図表面右11では幅1-1.Sc皿

深さ0.5四の溝が走る。これも砂岩製。

纂24塁l

。

I: SBl2 

IOCM 

住居鯵出士遺物実湧図3(石器） 11/4) 
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纂お塁l住居跡5B13実濁図 (1/80)

S813 (lill阪10・12、第25lill)

調査区最北嬉にあり、一辺6.5~7.5mの長方形ブランを有する。麹山と住居篇理士との判別

が困難であったために発握は不十分なものとなった。

主柱穴は2本で.JI! 辺に添って屋内土坑を有する。炉躊は確認てきていない。北辺にL字状

のベブド状遺構を有し、かつ冑辺にもペァド状遺構を付設する。通例のベブド状遺構と屋内土

坑とのあり方を勘案するならば、本例は東辺を除く 3辺にペブド状遺構を配していたと考える

ほうがより妥当であろう。なお、ベッド状遺構は幅Im曽後、高さO.lmほどである。

出土遺物（図版32、第切図28~35)

かなりの量の土器が床面上から出土したが．細片化するとともに遺存状態も悪く図示できた

のはわずかである。

-24-
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28-30は脚付き鉢

であろう。口縁部は

孤を繍いて反転し、

嬬部は丸く終わる。

脚部は低く開きが大

きい。 31は複合口縁

の壺でliililll部分で剥

離する。口端部上面

は丸みを持つ面とな

り、外方に一部張り

出す0 32-35は平底

の底部片。

。質切゜0 0 心`。。＼
ゞ〇。翌ぶ。◎。。び酎
農o@ 。つ
.. ,, 
0 / 

゜O• 
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1127園住居跡出土遣物実瀾図4(士器；S813:14) (1/4) 
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$Blヽ （図版12、第26図）

最北灌の平坦厖にあり、 84・86号貯蔵穴を切り、 13号住届跡に切られる。ほぼ1/2が包含層

を掘り込んでいるために全体を確認できていない。また、この包含層中では多数の柱穴が検Iii

されたが｀饂別の帰属等も把握できていないのが実情である。

住居蹟は直径的6mの円形プランで、中央部に長円形の炉跡を残す。主柱穴は6本と思われ

る。壁体は最高で0.4mが遺存し、酉北蔀には深さO.lmに満たない浅い周壁溝が約3mの長さ

で掘り）されていた。

出土遺物

土霧（第27図36-38)

36は断面M字形の突帯を胴11¥1に多用する壺、 37は只」字形に外折する甕でいずれも,)ヽ片。

39は直径4cm弱の円盤で、土器片の再利用。 11!1こ逆L字形・如意形・鍮先形の口縁部小片な

どが柱穴より出土している。

石曇 l図版窃、第29図IZ)

石庖Tの小片であろう。帖

板岩製で表面は剥離。

S815 (図版13、第28図）

SB12・16の西隣に位置す

る。不菫長Pl形を呈し、深さは0.

Im強である。炉跡は定かでな

く、住居跡との確信はない。あ

るいは単に包含層を誤認した

に過ぎないのかも知れない。

出土遺物

小片力若干出士しているに

過ぎない。壺には大きく関<

口縁部（中期の広口壺ではな

い）、断面三角突帝を付した

胴郎があり、甕では「(J字

形に反転する口縁部片、 11縁

がくぴれやや上げ底となる

底部などがある。

゜
＼ 
゜

。
~

゜
゜

2M 

鯖鵡園住居躊SBl5実壽図 (1/80)
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S B16 (図版13、第22国）

上述したようにS8121こ切られる。直径5m薩の儡Fl形ブランを里し、もっとも派い部分で

Llm張の壁高を残している。

中央の炉跡は径0.3~0.4mの長円形を呈し｀深さは0.4mで一見往穴を思わせる形状となっ

ている。主柱穴は6本と推測されるがそのすぺてを確認できていない。また、その中の1本は

S Bl2の炉跡と重複している。南側で一部検出した壁高は深さO.lmと浅い。

出土遍物（図版33、第29は4)

S B12の項を参照されたい。ただ、板状石斧のみは遺構・J;測頃に位置とレペルが出録されて

おり、本住居鱈に伴うことが確認できるのでここに記す。貧白色ないし青白色を呈する頁岩製

で全長8.6cm、幅3,m、最大の厚みはI.kmを潤る。図の下蟷が片刃の刃部となるが、上嬬

の形状から刃部の付け替えが行われたことがわかる。

S B17 (第30図）

23号墳の下層にあり｀その一部を検出

した。一辺4mの長方形プランを有し、

深度はO.!mに濁たない。甫および西辺

に残る周壁溝も幅0.2m、深さO.Jm弱の

浅いものである。コーナー近くで2本の

柱穴を検出したがこれも0.2mと浅い。

!fl+漕物
柱穴から土器の小片が出土するが時期

の判定は1ll難である。本遺路での方形住

居跡はいずれも相似た時期の遺物を出土

しており｀これも同樟であろう。

芦tt可

票 Ill 住居跡SBl7実瀾図 (1/80)

ii) 竪穴

竪穴系の主体部を有する古墳が載るほぼ南北に延びる主尾根上、およびそれから西へ分かれ

るやや幅広の支丘上に立地し、総数86基を検出した。古墳築造時の嬌山削り出し等によってか

なりの部分が掘削されていること．そして先述したように15・26号墳等の111にある谷邸分の全

面発掘を行っていないこと等を勘案すれば元来は100基を優に越える竪穴群が群集していたと

思われる。

現状では高位に位置す・る一群 (A区）、西側の中位の一群 (B区）、そして最北都の低位の一

群 (C区）の3群に分けうる。先の古墳築造時の掘削や後世の開墾を考慮すれば安易な分割は
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控えるぺきであるが、ここではこの区分が一定の妥当性を持つと与えている。

上述の区別は別にして、検出した竪穴の人部分が丘陵の駿部から内瀾に分布する現象9よ嫉壊

を考慮しても当初の分布状態を反峡していると考えられるものである。また丘陵最為所の付近

に存在しない点も問題となろう。隣接する冨地厩小嶺遺跡との閲係もその報告を待たなければ

ならない。

以下に竪穴の記述を行うが、そのずぺてについて説明を行うには構造が単縄に過ぎるのでい

くつかを抽出して行う。他は一覧表（第 1表）を参照されたい。また、遺f11番号は調査時のも

のをそのまま使用しており.整然と配列していない。第1表には先にA~C区とした嬌区分け

を記している。また、,,号（袋状J竪穴」を「Pl」のように111l略化して表記する。

＾区（第31図）

応号墳下層、 111高約40mの最高面にP54が単往で位置する。その清西、襟高36-38mの地点

に3棟の住居跡とともに9基がある。 19号墳下層の遺構は現状では孜立した様を呈するが、北

東の低い部分は古墳築造時の据削および山這（切り通し）によって敲壌されたもので本釆は一

連のものであったと考えている。同様に15-17号墳の下層にある諸遺構も当然一連のもので、

以下に達ぺるB・C区とは異なる。標高31-40mの1!11に41l£ある。

P10~12• 21・住居跡S86の付近は小さなテラス状をなし、かなりの厚さの堆積層が覆っ

ていた。その中に多種の遺物を含んでおり、除去後にこれらの遺構を確認したものである。 P

I!(第お図）としたものは図のように床面から土器を出土しているが、他の竪穴の深さに比し

て浅い。抱の竪穴も削平をかなり受けており、 Pllの1B状がもっと深かったことは自明である

が果たして袋状であったかどうかはっきりしない。

P30 (図版16、第37図）は住居跡5B4の下層で検出した。 S84を完掘してはじめて気付

いた遺構であり、住居跡に先行すると考えている。床面の北寄りに径0.4m、深さ0.Imの柱穴

がある。図に見るように北側から投棄した状態で土器詳が出土しており、柱穴の位置も勘案す

れば生活の主体は15号墳下層に求められよう。

P50 (第39図）は16号墳下層で検出した。床面のほぼ中央にlll0.4-0.7m、深さ0.2m強の

溝が蛇行して掘削されている。水抜きにしては大掛かりであり．本遺跡中疇ーの例で性格は不

明である。

P54 (図版17、第心図）は18号墳主体部に切られていた。床面近くから礫とともに小型壺の

完形品2点が出土した。出土状態は図1こ示したように必ずしも意図を思わせるものではない。

¥ 
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纂32111 B区住居跡・竪穴配置図 (1/300)
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B区（第3200)

P20が調査区l!i端の崖際に単独であり、東に12mの距離をおいて約I.Smの高位に PI• 2 

を含む6基が、さらに4m離れて以東に群集する35基がある。欅応I之26~30mである。繰り返

すがこの馳点の北に入りこむ谷部は試掘溝を入れたのみで全面発損を行っていないためになか

ったと断定はできないが、東は比高 6m弱の崖が立ち.1:.がり、甫•西は谷に急落していること

から北を除く三方はここをもって限界と言える。分布をみると地区の甫1こ儡しており、北鱒1こ

は概して疎である。したがって竪穴群の中心部を調査したと考えてよかろう。

20号墳北東にあるp5 (第34図）はその中でもっとも遺存状懇の良好な遺構である。上靖は

やや崩れるが最小径は0.8m、深さは2.8mで、底径が2.2mと典型的なフラスコ状の断面形懇を

とる。

P 4・5に切られるP31(第37図）は長円形に近い平面形をとり、袋状竪穴とは言い驀いも

のである。

同東にあるP33(図版16.第37図）も比較的良好に残り、床面から土器が出土している。

c区（第33図）

調査区最北灌の標高24m強の平坦地に4基が位置する。 B区との比高は約7mあり、袋状竪

穴よりも高位に住居跡が検出されていることからみて竪穴の空白地があったと思われる。もっ

とも図のP83と住居躊5B16の閾には黒色系の包含層が自然堆積しておりその発掘を行ってい

ない。したがってその同標高公.Smの付近から北にはさらに数基の竪穴が存在した可能性を

否定できないが、以南の塩域では存在しなかったとはほ断言できる状態であり、 B区と分離し

たものである。また、竪穴は東嬬に近（集中するが、それ以東は谷が深く入り込んでおり本来

は緩斜面となっていたと考えられ、未掘の遺構が予想されるものの群集の規模はさほどではな

かろう。他方、西および北側は大きく落ちる崖となり、遺構配置の限界を示している。竪穴・

住居跡ともに小幾模な群であったとしてよかろう。

4基の竪穴は住居躊5B14周辺に集中するが.P84・P邸は5B141こ切られる。

P83 (第43図）は平面で捉えることができず、トレンチで半分を破壊して後に気付いた..I:. 

半は大きく崩壊したようで床面径・ロ径は3.1・3.6m,深さは2.4mを瀾る。

P85 (第“図）は壁体が良好に遺存する例である。上遍の一郎を発握ミスしたが、口径1;10.

7m前後に復原でき、 0.5m下位で径O.Smとややすぽまり、以下は膨らみをもってフラスコ状に

広がって径2.6mの床面へと続く。

P86 (第4400)も大翌の邸類で、床面l!i鳩近くに深さ0.4m、径0.2m強の柱穴を有する。
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纂33園 c区住居躊・竪穴配置図 (1/300)
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出十●蝙

p 1 

如意形口縁を有する甕の小片等が数点出土している。

P2 

土曇（第“図I・2)

いずれも復属口径が印血繭後の大型壼である。 1は口漏稿を方形に近く成形し、段を有さ

ない。頸部との境には1条の箆措き沈緯を刻む。 2も形態は 1に似るが、口縁部の肥厚が弱い。

また、肩部にも沈緯を刻む。饂に如意形口縁を有する甕の華片がある。

石曇（図版砥第63図18)

砥石というには器面が租い感がある。図の背面は自然面のままである。砂岩襲。

Pl 

土曇（図版“• 印 5図3-8)

3・4はいずれも1/6の蒙片である。如意形口縁を有し、嬬瓢は断画方形に近く仕上げられ

-<5-
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る。 5は小片。 6は3/4が残＃する小型の鉢で、口縁部は小さく外反する。龍に甘い段を有す

る人型壺の破片などがある。

石器 1図版39、第62図15)

平面が長円形、断面が偏円形を呈し、器面9よ滑らかとなる。濁靖部に敲打したと思われる荒

れた面が観察できることから叩石を想定できる。玲岩製。

P4 

数点の土器の小片があるのみである。甕は平底となる。

PS 

土纏（第46図9-11)

9は頸部内面に弱い稜を見せる。口端部下靖に刻みを入れ．頻部下には箆描き剌突文を挟む

箆描き沈線を巡らせる。 10は如意形口縁の小片で冨やはり口端部下端に刻みを入れる,jij者と

もに口縁部内面を横刷毛で仕上げている。

石塁（図版39、第62図6)

磨製石鏃である。鎮はIiっきりと確認できず、断面形はレンズ状に近い。基部は面取りを施

している。粘板岩製。

p 6 (第46図12-14)

12は段や文様を観察できないが、他の蔽片に胴部最大径付近に3条の箆描き沈線を付すもの

がある。 13は小片で．口縁部が短いものである。 14は内面に炭化物らしきものが付着し、外面

は焼けて変色しているように見える。

p 7 (図版39、第62図12)

石厖Tl点のみである。背が弧を積き、刃部が直線に近い形状となる。器面は滑らかで、背

部も丸く丁寧に仕上げている。刃部は使用痕が著しい。硬質砂岩製。

p 9 (弟46図15)

甕の底部。鋼縁がややくびれ、底鵠は若千上げ底となる。他に如意形口縁の小片がある。

Pll (図阪34、第46図10-19)

10は小型壼で、仕上げはごく丁寧である。口縁部の外反は張く、厚みが極端に薄くなる。ロ

縁部・頸部・胴部のそれぞれの境界に段・沈練等は施されてない。 17・18は甕の底部。 171ifll

緑がほぽ直線的に立ち上がり、 181よくぴれるものの上げ底とはならないものである。 19は嬬部

が丸みを帯びて肥厚する「＜」字形に折れる口縁部を有する。胴部はやや膨らみを持つ。

P12 (第46図20・21)

ともに底部から直線に近く立ち上がる甕・甑の一部である。 21は焼成後に外面からの穿孔を

行う。他に箆描きの無輪羽状文を装鰤する壺の敲片がある。
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P10~12 

先に記したようにこれらの竪穴および住届鯰S86の上方には包含層がJll.ltlしており、その

除去時に出土した遺物をここにまとめた。

鉄難（図版39、第62国!)

,.sxs.s,mの方形に近い、厚さO.:km憮の鉄板であふ図のように鑑で繭ち切ろうとした
かのような痕鯰があり、一部で屈曲する。

土騒（第7図24-34)

241ふ壺の口緑部で、広がりはさはどでないが高く伸びて嬬部が肥厚する。おは如意形口縁を

有し．頬部下に 1粂の箆描き沈線を迅らせるも内jjjj調整は顧察できない。祁は逆L字形に11ll曲

する甕の口緑部小片。 27・281>・<,字形に近い口綽部を有し、端$1よ若干肥厚する。 29・32

は繕縁がややくぴれる形懇となるが、底謁の上げ底の程度はまだ弱く、 30を除いては瞑みも乏

しい。 33・341よ平底の底部から急角度で立ち上がるものである。

石鑓（図版39、第認図3・8・ll・ 第63図19・20・23)

石鏃1よ尿白色に近い安山岩製で、綱離痕は不明瞭である。 8はいわゆる大型石庖Tで完存1こ

近い。刃部のみ丁寧に研磨されるが.J:lll左右の突起・扶り郎を除く他の大葺分は自然 1絹

離） jjjjのままである。突起のうち、左端は111形に近いようであるがら右111のそれは折損する。

砂岩製。 11は片岩系の石庫Tの小片で、 1il1の表裏両面とも剥離する， 19・ 幻・ 23は砥石。 l91t

図の上下・左欄を欠くようで｀背面は自然jjjjに近い様を呈する。 20は完存に近いようである。

図の上下両端を除く 4面を使用し、特に表裏両jjjjは中（ぽみとなる， 23も1i1fぎ減りの著しいも

，，で、 これも 4面を使用している。

Pl3 (図版34、第46図22・23)

同一個体と思われるが胴部下半を欠く。上半部は約1/4が遺存する。頚邸は緩くくびれ．開

きの小さな如意形口繰へと続き、口蝙部の下漏には緬かい剋みが付されている。底甜9よ側縁が

＜ぴれるものの、厚みが薄く立ち上がりが浅い。外面は全体に粗い縦刷毛で□緑部内面は同横
刷毛、そして胴部内面は撫でて仕上げる。

P14 (図版a、第47図35-38)

35は加意形の短い口縁を有し、頸郷下方に箆描き沈練を 1条刻む。 11l部外面は繕密な刷毛目

で．同内面は撫でて仕上げるようである。二次的な火熱を受けている.36は逆L字形の口縁邸

となる。嬉綿は断面方形に近い。惚9こ控軸羽状文を有する；；；の破片しある。

P15 (図却、第侶図随一立）

39は全体が窺える資料である。口縁部は如意形を呈するが頸邸内面に弱い稜を有し｀蟷茄下

靖が小さく垂下する。底部は平底で、 11部へと直線的に運なる。調萱は外面では縦腐毛を主と

し．口縁部内面を横刷毛、胴部内面は撫でて仕上げるようである。なお、胴郎外面には煤が、
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内面には炭化物が付着する。 401よ摩減が苫しい破片。箆1畜きのit繰と壁軸羽状文が辛うじて観

察できる。

P17 

土羅（図版“、第481ll143・441

壺・甕の底部片である。 43は1111縁が一旦＜ぴれ、内面はほとんど平坦面を持たない。 44のIll

縁はほぼ直線的に胴部へと続く。他に口縁部が肥厚する大型壷・羽状文を有する壼の輩片｀平

坦部の登遠しない鋤先状口緑郎の蔽片2点を含む整理箱1箱分の土器が出±している。

石羅（図版39.第62図9・17・ 第63図22)

9は大型石庖丁で、全体を研磨するものの、低くなった謡分は自然画をそのまま残す点で大

雑把1:tt:上げたといえる。砂岩製。 17は玲岩製の叩石。これも長側縁はきわめて滑らかな曲面

となっており、図下鳩の一部のみ敲打される。 22は砂岩製の砥石。図の表面・左llliiiおよび右

llliiiの一部が平滑化しているが、背面は自然の凹凸面となる。

P18 (図版、第48図45-52)

45は器表の摩減が著し（細部の調整は不明である。口緑部は強く外反し、頚部との墳1こ弱い

稜を残す。嬬部は内面に帖土紐を貼付して肥厚させ、有段とする。屑部には断面三角形の突帯

を1条巡らせ、直下に有軸羽状文を刻む。 47は同一個体であろうか。 48は如意形□縁として噛
部を斯面方形に成形する。内外面を箆磨きで舅整しており、鉢であろう。 49も如意形口縁とな

るが端部が小さく跳ね上げ状となる。 1J1!邦の張りも弱い。底部はいずれも平底あるいは若干上

げ底となり、籠縁は直線的である。

P20 (図版35、第49図53-55)

52・53は床面から出土した。 521よ緩（外反する如意形口縁を有し、端部が小さく垂下する。

胴部はやや膨らみをもって底部へと続く。外面は縦刷毛を主として、口縁部内面は横刷毛、胴

部内面は撫でで仕上げる。底部には焼成後に穿った孔があり、二次的な火熟を受ける。他にロ

縁部が大きく開き、景輪羽状文を刻んだ壺の破片等がある。

P21 (第..図56~58)

58・57は口縁部の長さが異なるものの、いずれも如意形を呈し、蝙面に刻みを付す。調雙l;I

外面に縦嗣毛を用い、内面は撫でで仕上げる同巧の甕である。

P22• P 8 

上・中層では2基の竪穴の遺物を分離できなかったが｀さいわいにより深いP22の床面近く’

で59・60に示した壺が出土したことから、古い一群 (62・66)がpgに、饒の新しい一群がP

221こ属すること力凜瀾される。

土曇（図阪35、第49図59-66)

62は如意形口縁を呈するが外反度がごく弱（、靖部は断面方形に近い。外画調整は縦刷毛を
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使用する。的は11籍が小さくくぼむ厚手の底部であるが．上げ底は浚調されていない。

59・60は同ーかどうかはっきりしない。益の綾片として他に断面三角突帝を 2粂巡らせるも

のが出土しているからである。しかしいずれの鯛体に伴うにしても大差はないと考えている。

59は大きく開くが、まだ角度が急である。胴部には11!i面口唇状となるM字突帯を肩•最大径部

分に付し、最大径部分は中位よりやや上に位置する。口縁綿内面から外面にかけては丁寧1こ箆

磨きを施すようであり、肩部内面には指撫での痕が見える,63・641土逆L字形に近い口縁で、

平坦面は小さく、内面への突出も見られない。 65は11緑がくびれ、大きな上げ底となる甍の底

部。ただ、底郎の厚みはそれほどでもない。

石儲 1図版箕,.第63図21)

図の表面1面のみが乎滑化する砥石で、使用面は緩くくぽむ。砂岩製。

P23 I図版35、第50図67-74)

67は底径が大きく、 111部の彊りの小さい壺で.最大径部分に断面三角形の突帝が1条巡る。

邸もl11部からの立ち上がりが急で、 67に似る器形となろう。 69は広口となる壺であるが口縁部

が高く広がり、端饂は断面方形になる。 70• 71は逆L字形の口緑を持つ甕の小片。 71は口縁上

面が内彎し、内鱒へ突出する。甕の底部はいずれも欄縁があまり＜ぴれない。 73・74は上げ底

となる。

P24 I図版35、第50図75-79)

75はぺ」字形口縁となり、蝙部の肥厚が著しい。胴部の張りが大きく｀頸部のわずか下に

断面三角形の突帯を付す。約1/4が残存する。 76・77は広口の壺で、やはり高く広がる。 76は

口遍部を断画方形に近く成形し、嬬面を,]ヽさくく..ませる。 76は嬬部近くでより大きく外反I...

端部内側を上方に小さくつまみ上げる。 78・79は小さな底部・中位よりやや上に最大径部分が

あってlllllliの張りが強い点などで共通する。なお．図では各一鯛体に復原しているが個体識別

！よできない．

P25 

土曇（図版35、第51図80-85)

80・81は同一個体であろう。頸部は大きく内彎して如意形の口縁部へ萩く。口端部は上方に

小さくつまむ感じとなり、靖面に刻みを付す．内面は全体に横撫で・撫でで仕上げる。 82・83

も如意形を呈するが外反の度合が弱い。纏部は繭者が内胃へ小さくつまみ、後者は丸くおさめ

る。糾.85は平底から直線的に立ち上がる。

石暑（図版39、第62図JO)

3孔が残る大型石庖T。これも研磨は刃部に隕られ、値は剥離面をそのままに残す。図表面

の剥離面を残す部分のみが灰赤色となっている。帖板岩製。
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Pお

如意形・「<,字形の甕の口械111lの小9ヤなどが若十ある。後者は端部が若f肥俎する．

P27 (第51図86• 87) 

86は灌部がやや肥厚する'<,字形口緑のヽ 日片。 87は側樟が緩くくぴれ、上げ庭ではないが

肉厚の底部となる。

P28 I図版35、第51図88-93)

88は口径3.,強のミニチュアで完形。口縁部を絋弧したというよりは突否を付した感があり、全

体に灰黒褐色を呈する手捏ねである。総は造L字形の口縁形態となる.90も瀕部内面に稜を有して

逆L字形に近い。 91はまだ如意字形と言うべきで、口緑部内面の横嗣毛調整も古式の名残りであろ

ぅ• 92・93は側縁がくぴれる肉厚の底部。他に断配.1-r文密を巡らせる壺などがある。

P30 (図版35、第51図94-99)

甕の底部は露縁が小さく（ぴれるものの慨して直接的に立ち上がり.95の壼の底部とともに

前期の趣を残す。他に11!措き沈織lないし 2条付す如意形の口繹部もある。

P33 (図版36.第52図100-104)

100-102は口縁部内鑽が突出する鍮先状□縁部と直下に断面三角突帯を有する甕で｀発達度
にい（ぷんの違いがある。 lOOlt翰台状の上げ底で肉厚となる。なお.1021よ口縁部上面から外

面にかけて赤色顧科が塗られている。 l03は短く大きく閉き、口矯部は肥厚して嬬螂が（ぽむ。

104/i甍の底郎で、小さな上げ底となる。

P34 (図版祁、第53図105ー109)

105は口縁・頸部間には段を、肩部・胴部肩には甘い沈線を 1条逗らせて各々を区別する。

口縁綿は弦く外反し、内面に粘士様を彊りつけてここにも段を形成している。他に文様はない。

胎士は大粒の砂粒を多く含む楓いもので、そのほとんどが沈み込むが器表に凹凸が顕著である。

外面の主調整である箆磨きも糧雑と言うべきである。 106は105と対照的にT寧な箆磨きで仕上

げている。如意影口縁の端郎は断面方形となり．内面に横刷毛を施す。 )(JIは頸部・肩郎閏1こ

断面三角突帯を逗らせ、その上下を装鮨する壺の破片。突帯，，，すぐ上位には連絨する鋸歯文が

ある。下位には3条の平行線文・慧輪羽状文・ 2条の平行縁文そして突帯上と同様な鋸薗文が

順に籍文される。原体は平行纏文のみが箆描きとなり、饒は貝殻腹縁を使用している。

108はあまり外反しない如意形口緑を有し、嬌部に封みを付す。その下方には刻み目突帯を

巡らせる。口縁部内面は横憮でで仕上げ、胴部内iliilよ崖でている。 109は全体がわかる。口縁

部は如意形となり、娼郵が小さく垂下する。胴部の張りは弱く、下半から底郎へと直緯的に緩

き、底部は小さな上げ底となる。

P35 I第a図llO・llli

110は口縁都内面を肥厚させる大型壺の小片。噛面上下嬬に刻みがあるようだが器表が荒れ
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てはっきりしない。 Ill もり、It。弱く反転する~,意形口綽を布する。これも器表の摩滅が甚だ
Lく細部は不明。

P36~38 (第54図112-115)

3基が切り合い、各々を分疇できなかったのでまとめる。遺物量もわずかである。

1121よ＇く」字形 1こ外反し、端部はやや肥摩する。 1131よ鋤先状口縁を有し、断面三角突帝を

付す。 1151よ器表の剥離が著しいが、如意形口縁となって頭部下に沈線を 1条巡らせるもので

ある。 114のIll縁はあまりくびれない。

P潤

土羅（第54図116)

肉厚•上げ底の底部片。他に特徴をつかめる個体がない。

石覇（図版羽、第621l1116)

P3•PJ7出土例と同様な形態であるが、やや小型となる玲岩製叩石。

P41 (図版訪｀第54図118)

口縁部を欠くが他は完存に近い。頸郎・肩部間に低い三角突帯を付し｀最大径部分よりやや

上位に 1条の沈線を刻んで文様帯を画す。文様は箆描きの撫輪羽状文で、均整がとれている。

仕上げも丁寧1こ箆磨きを行っている。他は如意形口縁の破片などJO数点が出土したのみである。

P船（図版％、第54図117)

胃縁がわずかに内彎する曲線を福く肉厚の底部で．平底となる。他に数点出土。

P49 

逆L字形を呈する甕の口縁部片等が数点出土している。

PSO (第a図119)

口蟷部を欠く。 3条の幅広い箆描き沈線の閏1こ箆状工具1こよる剌突文を配したものである。

外面は縦刷毛、口縁綿内面は横刷毛で仕上げる。

PST (第54図120-122)

120は如意形口縁であるが、内面に弱い稜線が入る。口縁部内面を横刷毛、胴部外面を縦刷

毛で仕上げる。 121・1221±薄手の平底で、 II!縁は直練に近く立ち上がる。他に肩部に 1条の沈

線を芽Jむ大型壺の破片がかなりあるが復原しえなかった。

P53 

大型壼の残片．如意形口縁・乎底の甕などがある。

P54 

土曇（図版祁・訊第日図123-125)

123は頸郎下嬬に2条の平行線文肩部に貝穀腹縁を用いて施文した無軸羽状文帝の上下嬬

を箆指き沈線で直した文様帯を配する。そのJIilはT車に箆磨きするものの撫文となる。 124.
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125は完存する。 124は口緑部から底菰までS字影の曲義を擢いて移行し、明確な区別"犯Jされ

ていない。'""上記の土召に比ぺて歪になるが部1立の区り1)1:つく。口給部は短く外反し、肩

部・尉部の境には純い1曼線が入るからである。なお、外面の一郎9こ黒色の付着物があり、当初

は黒控りであった可能性がある。甕の破)tには111意形口縁の例がある。

石騒 1図版39.廊3図25)

漆黒を呈する黒罐石製の渾片石器。全長5.改mを瀾る。縦長状薄片を稟材とし、左ti緑9こ簡

単な刃部加工を施す.iiill緑には肉鼠で見るかぎり使用痕らしきが観察できる。

PSS I第55図126)

網縁が若干くぴれる．ほぼ平底の甕の底掘。飽に赤色塗彩した曇先状口縁の甍片がある。

P56 (第55図127)

加意形口緑を有し｀加鯵は見られないが全体に箆磨さを多用しているようである。体であろ

う。 111!1こ甘い沈線を刻む大型壺片等がある。

P58 

大型壺片を含む数点のみ出士。

P59 (図版渕、第62図5)

基邸が欠損する樽菓形の磨製石鏃。石遅が文様風に表れる。粘板岩製。

土器には緩く反転する姐意形口緑を有する甕の破片等が若干ある。

P62 (図版37、第55図128• 129) 

口縁部は如意形に反転して藩く終わる。調整痕はほとんど観察できない。底部は平底で、 11

縁は直線に近く立ち上がる。

P63 (00版訊第55図130)

如意形口縁を有する甕で全体がわかる。胴部は膨らみに乏しく、口径に比して高さが強讀さ

れる。底部は平底で事鱚縁は直線的に立ち上がる。外面は縦刷毛を主とし、口縁邸内面は横刷

毛、以下は撫でて仕上げる。

P64 

口端部が上方に小さくつまみ出される銚ねJ:lf口縁の小片などがある。

P65 (図版37、第55図131-134)

133は約2/3が残る。口緑部はラ 9バ状に開き、嬬郎が肥厚する・内面J:半に断面三角形の突

帝を巡らせて受け口状にする点特徴的である。胴部は球形に近く、最大径部分に断面梯形の突

帯を付すほか、その上位・頸部・同下にも訴面三角形の突帯を鰤る。 1祖Ii曇先状口縁となる

壺であろうか。円tiへの突出は見られず｀ヽえば垂直の段となる。 131は壺の、 13211甍の底繹。

甍の口縁部では rり字・逆L字形を呈し、議ね上げ気味のものもある。
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P66 

如意形口緑を有し. 2条の比線を巡らせる甕などがある。

P67 

管玉（図版39、第62図2)

頗函影が三角形に近く、青灰色を呈する。図のF編は欠損するが、上漏靖面とともに摩減し

て角が取れる。

土舗（図版37、第58図135-143・ 第57図144・145)

135は口端部が折れて水平面をなす広口の壺で｀頸部外面には縦方向に暗文を刻む。残存部

の全面に赤色頗科が塗彩される.136はあるいは135の胴部であろうか。胴部に 2条の断面梯形

の突帝を付し、外面全体に赤色塗彩を施す。 137・1381よ鋤先状□縁の壺。内面への突出度が異
なるほかはよく似た形態となる。 139・140はやはり鋤先状口縁となる甕で｀内面の突出は大き

く、口端部は九（おさめている。突帝は見られない。 141・1421ょ'(」字形口縁を有するも(/)。

141は端部を小さくつまふ 142は下膨れの形になる。 144・145は同一饂体であろう。口綽は逆

L字形に近く、胸部の張りが弱い。底部は薄い。

これらの土器群は任意に上・中・下層に分層したものの型式変化は見られないといってよい。

P68 (第57図146・147)

rい字形に外反する口縁部と、膨らみつつ立ち上がる；；；の底部であろう。口縁部内面は憤

刷毛で仕上げる。

P70 

如意形口緑を有し、箆描さ沈線4条を巡らせる甍の破片がある。

P71 (図版37、第57図153)

直径4.6-5.1kmの土製品。重量は118g。影は歪で、指頭痕が著しい。他に如意形口縁の甕

小片等が出土している。

P73 (第57図148-152)

148は如意形口縁の甕で．反転は弱い。器面調整は一切不明である。 1心は壺の底部。 1501よ

外面に粘土密を付して段を成形する大型の壺で｀外反の度合は小さい。 151は大きく 1111く壺の

口縁部。これも外面に粘土を付して頸部との境9こ段を有する。

P74 (図版37·38、第5700154-1邸• 第58図157-166)

1541よ類部・肩部界の小片。原体（箆状工具）を変えて、直線文と鋸歯文を刻む。 155も小片。

口嬌部を折り曲げて斯面三角形に成形し、端部は外傾する面となる。折り返し部下嬌の接着は

稚拙で、祁分的に撫でつけた結果波打つ。これは後藤直氏の言う硼鮮系慧文土器眉類に似る

（註!)が、断面はロl111部で厚く、下方で簿くなる、＇
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156は甕の胴郎片を直径S,mほどの円形に加工し、 2lLを穿ったもの。

157・158は同一偶体であろう。上端面が外傾する鋤先状口緑を有し｀頭郎,;俎い。頻部・胴

部の境界には断面三角形の高く突出する突帝を付し、胴郎鮫大径部分には断iliiM:j<<I)突帝を巡

らせる。 159は先の口綽形態から鍾先状部分を外したような形となる。口端部は肥厚し、漏面

が小さくくぽむ。 160は口縁部が外折して平坦面をなす。頚部も直線的である。 161の頬昴は関

きが小さく高く伸びる。鋤先状をなす口縁郷は上面が外傾し、内胃へ大きく突出する。 1621よ

内Illへの突出が見られない。 1641よ甕の底1!11で｀輪台状となるが上げ底の程度は小さい。 163・

165・166は通有の壺の底部。

P75 

中期の特徴を示す壺などの小片が数点出土するのみである。

P76 

1条の沈線を刻む如意形口縁を有する甍の破片等が若干出土している。

P79 

「い字形に反転して端部が肥厚し、頸郎下に断面三角突音を付す甍などがある。

PBO 

土曇（図版38第58図167-17!• 第59図172-178)

167は口縁部が大きく外反する壺で、残存部分には頸部との境界はない。 I7lは小型の壼。底

部は高く．最大径部分が胴絋中位にある。 172は口縁部の外半が弱く．嬉部のみが折れる感が

ある。胴部の張りも弱い。外面は横位、口緑部内面は縦位の網密な嗣毛目で仕上げる。 173は

頚部がまった＜締まらない甕で、原体は異なるが崩毛目の使用法は172と同様。 174も如意形を

呈するが短（小さい。 1751;1;C {;  字形に近く．飽例に比して胴部に張りがある。また、頭饂

に箆描きの刺突文がある。外iiiに縦刷毛を用いる点は他例と同様であるが．口縁部内面の横撫

で、仕.!:Ifは異なる。

石曇（図版39、第62図7)

蔽損の奢しい石文。欠損するものの茎が大きく、身との境に明畷な段が付く。表面が摩減し

ており、縞ははっきり見えない。頁岩製。

P81 

土盤（図版38、第59図179-184・ 第60図185-1町）

甕はいずれも如意形口縁を有するが長さにおいて差がある。いずれも頸部下に 1-2条の沈

線を刻み、 179は摩減して確認できないが内外面の調登法も共通する。また,179の内面類謡下

には妻の圧痕がある。部分的に器表面に覆われているが葉の大きさからして偶然にしてはで

きすぎており故意に青妻を混入したとも考えられる。 1851よ胴郎上半に貝穀腹縁を用いた景輪

羽状文と複線鋸歯文を継み合わせた文様を配する。区國する直線文は箆撞きである。他に箆措
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きの有軸羽状文を有する•ものもある。 1861土造りが精巧な小型の壺。頸部から胴部最大往部分

にかけて2条一対の平行線文が3単位巡らされるが、原体はキ鼓竹管ではなく箆I畠きのようで

ある。 1871よ/.:Illの壼。口緑部は短く外半も弱い。頸部との閏9こ9土段があるが、形状は乱れる。

頬部内面には断面三角形に近い高く突出する突帝を巡らせている。外面は全体に縦躙毛の後に

棋い毘磨きを擁し、内面は頸部以上に横刷毛を、以下では部分的に箆磨きが観禄できる。

188{よ完形。余談であるが｀この壺9よ15号墳主体部発掘中に底部が露出し、あるいは帖土椰

中に埋め込まれた祭祀の土器かと一度は饗奮したが、結果は竪穴中の士器であった。胴部の張

りが奢しく、頸部はほぽ直立して短く反転する口縁部へと続く。頸部下には段があるものの不

明瞭なものである。文様は上下嬬を 2条の箆描き沈線で画された文様帝中に充填された無輪の

羽杖文で、箆措きである。この文様の割り付けは乱れ、箆磨きの糎雑さと相まって全体に美し

さを欠く。

石羅（国版泊｀第62図l3.第63図24)

13は破損の著しい太型蛤刃石斧で、表面の風化も進んでいる。玄武岩製であろう。

24は全体に風化が著しい礫器で、二次肌工の状況は必ずしも明畷ではない。原石に対し多方

向からの薄離作業を行って全体の形状を整え、一部に二次加工を施す。玄武岩裂であろう。

P82 I第60図189)
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壺に1よ只殻復絵を用いた有輪羽状文が樟文された破片がある。 1691が旧底をなし直線的に

立ち上がる甕の底部．

P83 

土罷仕翡に38、第6100190-196) 

1901t大型の壼で、頚郎・ロ緑部の明瞭な墳はないが口縁部は薩く反転する。またJ11部は断

面方形に成形される。 191は弱く外反する如意形口縁の甕の小片。 192は類部が締まり、口縁部

が短く反転する。胴部の張りが著しい。鉢であろうか。 1931よ丸く終わる直口縁の直下に断面

三角形の刻み目突帝を付す特異な甕あるいは鉢である。東九州に分布する下城式に似る。 196

は高台状の底部。

石鵬｛図版39.第62図14)

玄武岩製の太型蛤刃石斧。 JJ郎を欠損するほか破損が甚だしく、表面の風化も違む。

註l 縫•直 r朝鮮系墨文土器再論ー後期景文土蕃系について」（”［アジアの考古と歴史ー中一』岡

崎敬先生退官記念綸集.1987)
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iii)土城墓・甕棺墓

はほ南北に展開する丘陵は中央やや内付近9こ谷が入り込み非常に規せた部分が{/在する。 J:

壌墓はその辺りを附限として盾北130m、東酉60mの幅をもって分布する。数字的には上記の

広大なものとなるが、実質的にはI,¥恨線上の一部分を占めるに過ぎない。また．他の弥生時代

の遺構と同じく古墳築造時、そLてそれ以隆の蝙影改変によって大きく跛填されており．検出

した数は111基であるが当初の実穀は駐十基を加えていたと息われる。

これも調企の進行に伴っておおむね111から北へと遺構番号 ISK)を配し、変更は行ってい

ない。ただし一部は整理時に古墳として扱ったために欠奮が生じている。これも一部の記述に

留め、一覧表を参照されたい。

SK 1 (図版20、第65図）

25号墳主体部の南にあり• 最初に手揖けた土壕墓である。当初は土壕墓の存在にまった＜留

意しておらず、小型の住居跡であろうと思って試掘溝を関It、鉄文の一郎を不用意に取り上げ

た。その後にSK4を発掘、土壇墓の存在を認識したがSKIに関しては明らかに発掘ミスを

犯した。土層の確認を試みて図のように復原したが、他の土膿墓と異なり地山を撮り残さずに

覆土をもって下段墓壊を成形していたようで気付かないまますぺてを掘り上げてしまった。

掘形規模は本遺跡中で最大とはいえ、決して卓鑢した大きさではない。位置的に見ても若干

の空白地はあるものの、 2-3mの距饉9こ他の土讀墓が営まれていることは歓葬者が決定的な

地位を獲得していたとは考え麗い状況を示している。主軸が値の多くと異なる点は注目される。

なお、鉄兌は図のように彼葬者の胸部に相当する付近の床面からほぼ水平の状態で出土した。

SK 3 (図版21、第65図）

l吟墳の西111にあり、斜面に位置するために上段の墓嘱は完周しない。下段墓膿の上遍9こ壺

形土器を副葬していた。これは正立しており、上から押し潰されたような状態で出土した。頭

位は墓蝙床面の高低差からみて壺が供献された南に求められる。また、被葬者の胸に相当する

辺りから黒耀石製の打製石鐵が出土しているが、床面よりlSan程浮いていた。

SK 5 (第66図）

11号墳の北西にあり＂古墳の掘形に一部を壊されている。この発振時に整理箱］箱ほどの土

器が細片化して出土している。他例では供献士器は頭位の東に置かれることが多く、本例でも

そこにあった土器が古墳築造時に掘り出され、ふたたび埋め込まれたものと思われる。
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SK 7• 8 (図版22、第67図）

SKIの冑、尾根線が痩せた部分に6基が集中し．その中SK7は5KBを切っている。い

ずれも削平が著しく、平iliiプランも一部確認できずに終わった。

SK7は東辺および北小口1こ帖土を用いており、東辺・北小口の北欝のそれは天井板の目張

りに供されたものであろう。北,~口甫饂の帖土は小口飯の裏込めであろうか。しかし小口材の

掘形は検出していない。

SK 9 (図版zz、第67図）
SK7•8 の東にあり．これも割平が著しい。庸北の小口に粘土が広がっているが、これも

小口板の裏込めとして用いられたらのであろう。

SK14 (図版盆第67図）

土嘱墓群の最北漏近くにある小翌の土壌墓で、東湯はすでに削られていた。墓珊中央1こ簿い

青灰色粘土層が敷かれ｀かつそれは微妙な違いで上下の二層に分けうるものであった.r層Ii
棺床として、上層の粘土は天井板を覆っていたものであろうか。これも棺材の掘形はなく、ペ

ンガラも用いられていない。

SKl7 (図版23.第印図）

SK3の北圃、斜画の下位にある。長紬I.距m.深さ0.4m強の小型の墓讀を有し、 4枚の

自然石をもって天井を架構する。南小口。天井石直下のレペルに供載された土器が潰れていた

が、あるいはこの上にも 1枚の天井石がかぶさっていたのかも知れない。

SK18 I第68図）

不定形の落ち込みを発掘してようや（平画形を確認できたもので、訊号墳の南にある。上下

の墓饗の輪がやや異なるものの通有の形懇を持つ。南小口近くで検出Lた、 0.4XO.lmの長方

形プランの土坑から碧玉製管玉2点が出土している。出土状態が把握できていないためにこれ

が単狭の土櫨墓であったか、あるいはSKISに付属する性格であったかはっきりしない。後者

であった可能性がよりたかいであろう。

SK刀 1図版..、第87図）

11号周溝西側の尾根緯上にある小型の石蓋土櫨墓である。 2枚の偏平な石材を主とし｀頭位

郭分にはさらに石で覆い；北半を粘土で目張りする。石材に加工痕はない。
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SKBO (図版お、第80図）

SK79の北四尾根上にある。規模・形態ともにSK791こよく似ており、壺形土器を供献する

点も同様である。残念ながら土器は調査跨に悪戯されて取り上げられた。

S K82 (第80図）

S K7lの南西に隣接する。下段轟績の長輪0.9mと小型の土壌墓である。この上段墓纏の埋

土中、頭位備の小口上で壺形土器を検出した。図で土器が浮き上がっているのは重機を用いて

の表土掘削時に気付いて掘り残したためである。 1111部上半はあるいは重複で飛ばしてしまった

ものかも知れない。

S K93 (l!I版30、第821!1)

19・24号墳の閏の平坦面にあり、住居跡5B8とした遣構と重なる。 l.3X2.6mのほぼ長方

形となる平面ブランを有する上段墓壕を検出したが、下段墓凛は風倒木痕が重複していたもの

か検出に失敗した。しかし図のように供献の土器が出土した。位置的には他の土嘱墓と同様で、

上段墓llllの床面に近く据えられている。唯一長頸壺を用いているが、口縁部はすべて失われて

いた。

S K96 (第82図）

24号墳の西にあり、 SK65に切られる。 SK65の状態をみるならば一概に大幅な削平を受け

ているとも考えられず、元来浅いものであったようである。遺存する深さは約0.2mで人頭大

の礫を配置する。南小口付近に壺が供献されていたが、整理の過程で所在を確認できず実見し

ていない。

SK103 (第83図）

15号墳の下層にあり、古墳のI日地表を除去して検出した。上段墓壕発握時に2点の磨製石鏃

を出土したが、編かな嬉点・レペルは帷認できていない。

S K114 (第87図）

出土位置・写真の記録を怠っておりかつ記憶もなく、所在がわからないものである。

これも他の石董土蠣墓と同様小型の墓濃を有し、自然石を架構して菱とする。 SKI7・SK

20に似ており、時期的にも近いものと思われる。
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甕糟薯（凶版30、第“図）

仕叫跡S87・8の間にある。検出した段階でこれも患戯されてすぺて取り出されたために

図化していない。掘形もほとんど残らず、直径0.9~Jm、深さ0.2mの円形に近い浅いもので

あった。中央東よりの小坑は底部を入れた部分であろう。

出土遺物

士讀墓からの出土遺物をここにまとめる。ただし、数点の土器小片を出土してもその時期比

定等ができないものは一部省略している。

SK  1 (図版40、第88図11)

鉄が1点出土している。上記したような状態であり、一部を欠損したが本来は副葬品と

して納められたものであろう。推定の全長は29.5cmを測る。刃部の幅は3.5~3.8cm、身のほ

ぽ中央を走る縞部分の厚みは0.6cm剪後である。

形態上の特徴として1と全体が短く、関が未発違であり、茎が短いものの幅広く大きく造ら

れていることが第一にあげられ、緊縛孔が径0.6cmの円形を呈することなどがある。また、身

から閲へと移行する1111分に段や刻線等はなく、滑らかに造られる。

この鉄を含めた論考を藤田等氏が発表しており、それを参照されたい。ただし、氏が＇欠

失例J としている論点は、調査時の破損であり．調査担当者としては当初は完形品であったと

考えている。

士器等他の遺物は出土しなかった。

e, i. A, .a. 負総6 ()  
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SK 3 <国版41.第88図3・ 第89図I・2I 

供献された壺と黒曜石製の打製石鏃が1点、そL-C坦土中から高杯が出土した。

壺 I)は第65図に示したように押し潰された状態であり、上半部と下半部を接合しえなかった

ために図上復原をしてある。口縁部Ii■先状となって.やや外方に下がり、内鋼へも突出する。
類部はほぼ貞角に近く立ち上がり．箇状の形態になる。頭部から111鄭への移行は屈曲が顕著で、

嗣部は張りが強く、小さな底部へと直繊的にすぽまって行く。全体に摩滅が著しく、調整痕等

ははっきりしない。彩色は綸されていないようである。高杯は約1/3の残片である。口縁部は

鋤先状を呈し、小さく反るがほぼ水平となる。これも器表の摩減が追むが、なお赤色顛料の痕

跡を留める。

石鏃は床面から15=ほど浮いた状態で出士した。全長2.8cm.厚さ0.8=で．漆黒を呈する。

SK4 

上段墓濃中から土器小片が数点出土している。口漏部上下両道にIllみを付す大型壺、肩瓢に

重弧文を縁刻あるいは斬面三角突帯を巡らせる壼等である。

SK 5 (図版41、第89図3.')

整理箱一杯分の土醤が出土したが、大部分は細片化した同一の壺である。他例を参考にすれ

ばこの壺も墓凜南東隅1こ供献されていたと考えられる。壼{3)は図上復原したもので全体に器

表が荒れているが赤色頗料が散見される。胴部最大径部分に断面M字突帝を巡らせ、頸部にも

突帝を多用する。口縁狐1よ鋤先状を呈する大さなもので、上面には円形付文を配している。小

型の釦41は出土状態の記鰈を怠っているが、ほぼ2/3が遺存する。粗製品である。

SK16 

理土中から壺の底部及び口縁部の小片が出土している。底部はSK3出土例に似る簿手のも

の｀口縁郭は広口壺であろうか。

SK17 (図坂41、纂89図5・6)

5は約3/4が残存する高杯の杯部で、全体に器表は摩滅するが赤色顔料の痕跡が認められる。

6は掘形の西肩付近から出士したもので．この石蓋土壕墓に伴うものではなかろう。

SKIB f図版,o、第88図I・2)

墓櫨南酉の小土坑から碧玉製管玉 2点が出土した。この小士坑自体があるいは孜立した土襲

墓であるかも知れないが、床面の形状に疑問があり付属する遺構としておく。なお、管玉の出

土状態は不明である。長さ1.3=、直径0.3-0.kmのほぽ同形同大の製品で、穿孔は両面か

ら行う。石材は明るい灰緑色を呈し、縁色の石題が文様風1こ走る。

SKl9 

薄手の土器数点が出土しているが｀時期比定は困曇である。周辺出土としてSK3出土例に

近い高杯片がある。
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SK25 

上器,jヽ 片が数点出土してるが、これも峙期It定は困難である。

SK28 

土器小片が1点Ill土したのみである。

SK30 I図版41.第90図7)

平面的には下段墓壕中から、嗣部下半を下段墓讀に少し落とし込むような位置で倶献の壺が

出土した。頸部以上も検出時には存在したが、外して図化した。また頸部以上は接合しえず、

図上復原した。出土状態から見ると下段墓嘱の天井上に置かれたものであろう。出土の位置．

そして茜表の摩減がさほどでもないことからそう判断される．

やや特異な形態を有し、胴部上半からそのまま口縁絋へと追なる。口舷部は外方に少し垂下

する鋤先状□緑で.Ill面が小さく凹む。嗣部最大径はほほ中位にあり、張りは弱い。また、底
部はまだ厚みを有する。肩邸以上は横撫でで、以下は縦方向の尉毛目の後にT寧な箆磨きを綸

して仕上げる。内面は一部に指頭振が見えるが大部分は撫でてlt上げるようである。

SK葺 i第90図8)

S K35・36・49は検出時には分離できず.SK 6と称して発撼を行った。その途次で若干の

土器を出土したが細片化しており残せなかった。後、完掘後に土器の出土地点はSK36の埋土

中に位置していたことが判ったのでここに輯告するが．切り合い関係等の把握ができておらず、

不確定な要素は残る。図示した以外にも点数はかなりあるが小片であり除外した。

この高杯も綱片化しているが、全体を窺える資料であり図上復原を試みた。全体に器表の騎

離・摩減が著しいが、赤色顔料を塗布した痕跡が随所に見られる。口縁部はほぼ水平に拡張さ

れた鋤先状□繰となるが、まだ未発達と言える。脚部の伸びもさほどではなく、端褪はやや踏
んばる形になって小さな面を持つ。

SK43 (図版40、第邸図4I 

石鏃の小片である。出土位置等は記録していない。粘板岩製．

SK47 (第90図）））

胴部の小片である。饒描きによる有輪羽状文を施文する。

SK鵡（第90図12)

これも胴部の小片で．箆描きの有輪羽状文を施す。

S K52 

上段墓壌底で数点の土器を検出したが、今回の整理の過程で実現できなかった。確認できれ

9坦めて報告したい。調査時の所見では土師器と考えていたが、古墳とした以外に土鰯器を出

土する例は他になく、 SK泌との切り合い関係においてもf11l例と明らかに異なる様相があり、

SK52に対する評価は保留しておく。
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SK53 (図版40.第総図9)

鉄鏃が床から約l恥m浮いた状態で、足位の隅で出土した。返,,の一部を欠くが完形に近く、

全長は7.S<m、最大幅は3,kmである。鏑はなく盲断面形は厚さ 2mmのレンズ状になる。基

部には矢柄とそれを緊縛した糸の一部が遺存する。図に破線で示しt,位置にも何かが剥離した

ような痕跡が残るが、矢柄に巻きついた糸がiしに続いていることからこの剥離痕が矢柄のそれ

ではないことは確かである．なお、 JLは直径2mmの円形を呈する。

S K57 (第90図13)

厳密にはSK57の横から出土したものであって士寝墓に伴うものではないと考えている。外

面に煤が付着する甕で径は復原できなかった。

SK58 (第90図9,14・15) 

いずれも出土状態を把握できていない。 9は約1/2が残る壺の底部で，龍例からみて供献さ

れていたものかも知れない。 l4は小片。口縁綿を肥厚させ、遍部に刻みを付す。 15は断面梯形

の突帯を多用する壼で、あるいは9と同一個体であるかも知れない。

S K59 

突帯を付す薄手の土吾片が数点出土している．

SK61 (第90図10)

第76図に示したように上段墓撰の上端近くから供献された壺の底部が座った状態で出土した。

底部は全体に器表の剥離が著しい。あまり発違しない鋤先状口縁部の小片が1点出土している。

SK63 

薄手の土器片数点と共に高杯の小片が出土している。 SK17出土例に似る椀形の杯部片で、

赤色顔料が残る．

S K65 (図版40、第邸図8)

理土中から石剣の小片が出±している。頁岩製である。

また、厚手の士器片が1点出土したが、時期比定は困離である。

SK71 (図版41、第91図18)

第78図のように上段墓饗の床から10cm程浮いた状態で出土したが、これも押し潰されて細

片化し、接合しえなかった箇所がある。

働先状の口縁郷は外方に垂下し、頸部は短くくびれる。胴部は中位のやや上方が最大径部と

なり、胴張りが漁い。全体に器表の風化が著しく、調整痕はIiっきりしないが化粧土を施して

いるようである。

SK75 (図版40、第88図7響 10,第90図16)

被葬者の胸部付近、床から!Oanほど浮いた位置から刀子が、足位で同20cm浮いたところか

ら石剣片が、埋士中から土器片が出土した。
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)JT-は全長6,m、最火輻I.&皿身の最大の厚みが0.6,mの大きさで｀当初は欽鏃であろう

と思っていたものの形状から考えを改めた。しかし、使い減1)したにしては小さすぎる感があ

り、鉄鏃として再利用したこともありうる。

石剣9よ身の小片。図の下図も剥雌する。頁岩製であろう。

第90函161よ赤色顧料を塗布した甕の小片。鋤先状の口縁部は小振りに仕上げ、器肉も薄い。

SK79 (図版41、第90図17)

上段墓讀の上方から供戴された壺が出土した（第80図）。これも潰れて織片化し．完全に復

せないまま図上復原したものである。 11部最大径1111分はかなり上位にあって襲高となり、頸部

は大きく高く広がる。●先状の口縁部は外方にやや垂下するがおおむね水平な面となる。この

内111111部は摩減のせいもあって突出が小さい。器面の調整法は遺存状態が悪くてはっきりせず、

赤色顔科の有需も判らない。内面下半に光沢を持つ黄褐色の付着物がある。

S K80 (図版41、第91図19)

これも上段墓壕の中位に底総を姐えた供献土器であるが、調査中に悪戯されて出土状態の図

化はできなかった。図示したものは残された土器のスタンプ（圧痕）のみである（第80fll!)。

鋤先状の口縁部は外縁がやや高くなり、内舅への突出も小さい。 111部から頸部にかけては曲

織的に移行し、頸部の締まりは弱い。胴部最大径は中位にあって張りが強く｀断面三角形の突

帯を 1条付す。器面の風化が進み、調整痕はIiっきりしない。これも内面下半に光沢を持つ黄

褐色ー暗赤褐色の付着物がある。

SK82 (図版42、第91図20)

他例の供献土器が頭位の東横に埋置するのに対して、頭位に近い主輪線上に置く点で異なる。

図では随分浮き上がっているが、この土器は表土掘削町にすでに露出しており、遺構の深さは

元来土器のレベルまで達していたと考えられる（第80図）。

上記したような状況にあり、上半郎はすでに失われていた。底部は器肉が薄く、立ち上がり

も大きく開く。器表はこれも摩減が甚だしいが、赤色顛料が一部観察できる。

SK84 

lli面三角突帯を付す壺の小片などが数点出士する。

SK87 

これも断面三角突帯を付す壺の小片などが数点出士する。

SK91•92 (第91図21)

袋状竪穴と重複していたこともあっt.2基の士蝙墓を平面的に分簾することができず、遺

物もどちらに伴うのか羅認できていない。

鋤先状口縁を有する壺の小片で、器表は鯖離する。形態的にもあまり発達していない。
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S K93 {図版42、第92図22)

発振には失敗したが他の例からみて土濃墓9こ供献された土器と見なしてよい。

鋤先状口縁部の拡張郎を欠くものの他ははほ完存する。 11!部最大径郎分はIiぽ中位にあり、

少し上に2条の突帯を巡らせる。肩部から111部にかけては曲線的に移行し、頸部にも 2条の突

帯を付す。器表の風化が著しく、赤色鎖科の塗布はIiっきり Lないが化粧土を綸Lているよう

である。

S K95 

浅く関く薄手の壺の底部片が出土している。

S K96 

隋隅の墓壕中で供献土器を出土しているが整理の段階では実見できなかった。

調査直後に作成したメモではあまり発達しない鋤先状口縁の壼の破片や、断面M字突帯を付

す壺の体部片がかなり出土している。

S K103 (図版40、第88図5・6)

埋土中から出土したがに細かい地点・ レペルの確認はできていない。いずれも発掘時に損傷

した。ほぽ同形・同大の磨製石鏃で、身は鎮を持たない儡平な断面となり、扶れた基部には面

取りを施す。ともに帖板岩製。

SKIDS 

数点の土器小片が出土。壺で小さな断面三角突帝を巡らすもの、口嬬面下JIIO:刻みを付すも

のがあり、甕では逆L字影口縁・跳ね上げ口縁、そして鋤先状口縁縞を有するものなどがある。

ただ、この15号墳の下層には袋状竪穴や住居躊などがあり▼ 出土状態や破片の程度からして土

凛墓に伴うものとは言い難い。

SK106 

甕の小片がある。逆L字形口縁で端面に刻みを付し、蠣部下に断面三角突帯を巡らせるもの

である。これも下層に袋状竪穴が存在しており、湿入と考えられる。

璽棺墓（図版42、第92図23)

口縁部を欠く、残存高62cmの大型壺で、肩11111こ1条の箆権き沈線をめぐらせるが不連萩と

なる。器表の風化が進行するが｀上半部には糎い鱚磨きを観察できる。

iv)その他の遺構と遺物

上記のほかに柱穴・不定形土坑・溝などを検出しているが、以下に顕若な遺物を出土した遺

構、および石器を中心に包含層・表採資料等について記す。

祭祀土坑SK200 (図版31、第93図）

調査時に「SPlOOJと称していた遺構を改称する。
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22号墳の東．標高30mの斜面にある小土坑であ

る。土塘墓群からは30m以上の距離をもって位置

するが、大きく見れば遺跡群の立地する谷の入口

にあたる。出土遺物からみても通常の生活遺構と

は考えられず、年代的にも士壇墓出土土器に近い

ことから関連する遺構と考えている。

形状は底径1.2m、深さ0.9mの円形を呈し、床

面近くで散乱して多くの土器が出土した。いずれ

も破損した状態であった。

出土遺物（図版4広第94図）

かなりの点数が出土したが完形に復厩しえるも

のはない。意図的なものであろうか。
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11ょ；；；の口縁郎小片。器表の摩減が甚だしい0 2は小型壺で、 OO示した部分ははぼ完周する。

これも調整の細111!11わからないが、全体に租雑な感を受ける。 6は口緑部上面から胴部外面に

かけて赤色顧料を塗布す精製品で、口縁部上面には放射状の暗文を1すす。 8-10の紘杯も精製

品で．確実に顧料を確認できるのは9に示したものだけであるが 8・10も化饉土を掛けてお

りおそらく赤色塗彩していたものであろう。

と同ー111体であると思われる。

S K201 (図版39、第6狐14)

調査時に仮称SPIOIとしていた遺構である。住居跡SB9の南にある直径0.8mの浅い土坑

で｀理土に特徴はなかったものの図示した石鏃・中期の広口壺の残片等が出土した。

9の口縁部Jciiiiには放射状の暗文が観察でき.10 

石鏃1よ兌握時に先嬬を欠く。土填墓SK103ill土例によく似た形態の粘板岩製品である．

9号墳隋●園援集の賣料（蜻95図2・3)

8・9号墳の閏、土凛墓群の南灌近くの主尾根東Ill斜面にはいくつかの小さなテラスがある。

9号墳の隋、 13号墳のすぐ酉Ill上位斜画に一つ、 12号墳の南7mの地点に一つそしてより下位

に下った21号墳の南に長く延ぴる二段の平坦面などである。これらのテラス自体の形状は関墾

時に大きく改変されているのであろうが、その辺りの採集資料（遺構としての掘り込みを確認

できなかった）中に注意すぺきものがあるのでここに紹介する。

第95図2・31こ示したのは 9号墳南の斜面で採集した大型器台である。 2は復原底径が

30四直を瀾るもので．約1/4が遺存する。 3は径を復原するには小片に過ぎるがこれも大型品

である。脚遍部内面を匙面状に成型する。いずれもT寧に造作され、外面に赤色顔料を塗布する。
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住届纏S81醤Ill探隻の資料（図版42、第95図1)

本遺跡のi侑嬌、SB!周辺で採集した資料である。遺構配lltll!Iで判るように弥生前期の資料

は遺跡の北半に集中し、 IN端部分には方形住居跡および若干の柱穴古墳があるのみである。

里道を挟人で位置する冨地原,Jヽ 嶺遺跡でも弥生蔀期の遺構・遺物はやはり北半に集中する．した

がってこの完形に近い土器がどのような経緯で採集地点にもたらされたかの由来は不明である。

口縁部の一郎を欠くのみの小型壺である。文様はない。体部の張りが小さく、器高が高いた

めか均整に欠ける感がある。全体に器表が摩滅するが｀底郎近くの外面に刷毛目を、屑部内面

に指頭痕を餞察できる。

包含層その飽の資料

古墳下層の包含層・古墳周溝を含む溝等から出土したものである。また、ここで曾ぅ r谷状

落ち込み」とは17・23号墳の111lの標高28~30mの付近にある二次堆積層を指す。

鉄（図版43、第96図1)

「いレンチ」出土とするのみで地点・遺構が特定できない。残存長19"'、縞部分の厚さo.,~.

J.1部暢3.1=を瀾る。図下端の左は彎曲しつつ広がり、同右は発掘時と思われる新しい破断面

となる。先漏付近に布目痕が残る。形態からは鉄文を想定せざるを得ないものの、出土地点が

不明であり憶瀾9こ留めるほかない。鉄文とすればSK!出土例よりも細身で、より古相を示す。

石暑

石剣（図版42、第96図2・3) 2は20号墳周溝、 3は15号墳地山から出土。いずれも断面

菱形となり｀刃は鋭和J。2は硬貿砂岩、 3は緑泥片岩製。

石鏃（図版42、第96図4~10) 4・5は谷状落ち込み出土の黒曜石製。 6は19号墳下層出

土の安山岩製品で、墓部を欠く。 7は17号墳主体部掘形出士の粘板岩製。儡平で、基郎1こ面取

りを掬す。 81;1!5号墳下層出土で、あるいは剣であろうか。身の断面はレンズ状となって縞を

持たない。これも基部を欠く。頁岩製。●は溝状遺構S04出土。身の断面は長方形に近く、

刃部は鋭い。基郎は面取りする。青灰色を呈する粘板岩製。 IOは切っ先を欠くが、残存長5.

なmの大型品。明瞭な縞はなく、身は断面レンズ状となる。頁岩製品。

石底T(図版43.第96因11~18) 11は刃部の稜がなく．断面が緩い曲緯を描く。 15号墳地

山出土の硬質砂岩製。 121よ住居跡S817周辺の柱穴出土。これも11に似た形態となり、石材も

阿じである。 13は23号墳主体部掘形出土の硬質砂岩製品。穿孔は片面から行う。 14はいわゆる

立岩製で、形態に特徴がある。 15も硬質砂岩製で、器面調整が丁亨。 16は器表の風化・剥離が

進む硬質砂岩製品。谷状落ち込み出土。 17は焼けたためか灰赤色を呈し、器表が荒れる。 18号

墳盛土中出土。立岩製品であろう。 18も立岩製。穿孔は直に行われる。 26号墳周溝出土。

饂平片刃石斧（図版43.第96図19) 15号墳地ILJ出土。刃部は片刃で頭部は欠損する。
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石理が縦方向1こ走る。住届跡S816出上例と同じ頁岩製品。

太型蛤刃石斧 ill!I版心、第961l!120-221 20は24サ墳開；1_』出土の硬質紗岩製の頭部。 21は表

採品。玄武岩製でJ)邸を欠く。 22は15号墳地山出土。器面の風化が著しいlE繭閃絨岩製品。

砥石（図版43、第％図お心4) 231拉3号墳周I覧出土。長輪に添う 4面を使用するが、背面

の一部は未使用である。砂岩製。勾は谷杖落ち込み出土。 1面のみ使用損が残る。

第4章 おわりに

以上に発掘調査の内容を記述してきた。遺漏の多い調査となったが注目すぺき内容を含む遺

欝であることは閾違いない。以下に若干のまとめをしょうと恩うが．すべての基本となる土器

編年が rむなかたJにおいては未だなされていないという状況がある。この調査で得た資料は

決して良好な状懇にあったとはいえず．また量的にも・し細いものである。そうした酬約がある

ために誹纏は望むべくもなく奮大撻把な編年を繰み立ててみた。撞完する資料は石丸遺跡（註

1)・大井三倉遺諭（註"を用いた。宗像市内ではすでに200基近い竪穴の調査が行われており、

それらの璽理とともに弥生繭期ー中期の土器編年は完成されようが、一漏を垣閏見て地域色な

りを見てみたい。

i) 弥生時代前期ー中期の土器の変遷（第97• 98国）

まとまった量の土塁を出土した遺構9こ恵まれないことから、従来の編年観9こ添って債別に抽

出する方法を取らざるを得ない状況であり、大嘘把な分類9ことどめたい。器種1よ壺・甕を取り

扱う。

1戴（繭期中葉ー後葉）

大井三倉遺跡で検出したV字溝出土資料である。紹介されたものはごく一部であり、かつ出

土状態等、担当者の言及が乏しいために同時性は定かでない。紹介された資料を見るかぎりで

は二時期にまたがるようであるが、次期に比定した土器群よりは古相を示しておりここにまと

める。輯期中薬ないし後葉の幅を有すると思われる。

壼 3-5・7-9などの小翌壺は口顕謳・肩胴部胃の境が明疇であり｀頸部が直線的に内

傾する。底部も一撼1こ円璧貼り付け状を呈するいのがあるなど古い要素を残す。 I・2は胴部

最大径部分が上位にJ:がる。肩部が曲纏的となり、口縁部の開きも大きくなるなど新しい様相

を見せる。 6も後出的な影懇である。

聾如意形口縁を持つもの、口靖部あるいはやや下位に刻み目突帯を付す直口縁を有するも

のがある。如意形n縁といっても変化に富む。緩く反転し、口縁部が短いもの (34-36)、
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長く伸ぴるもの (37) 、 r く」字形に近く反転する例 (38• 鴻）などである。裟鰤としては口噛

部全面あるいは下嬌1こ刻みを巡らせたり．類部のやや下位に 1条の沈線を襲Jむ例.~, 様な位置

に段を付t例などがある。 1111部は全体に張りが弱く、底部は平底か若干上げ底になる。調整法
としては口緑部内面に横崩毛を用いることが一般的のようである。 37-39は後出的である。

他に脚部が直接的にラッパ状に開き．靖部付近で1ii1曲してさらに大きく関くタイプの高ド等

が紹介されているe

1期（前期後葉～末葉）

本遺跡の竪穴出土資料を用いた。

壼 口頸部・肩部に境を有するものと底部から口縁部にかけて連紐して紐くものがある。中

型品は概して胴部の張りが大きく、最大径部分が胴部の中位に下がる。また文様9●割り付けが

墟9こなる。小型壼では胴部力屯衰形に近くなり｀底部から口縁部にかけて曲緯を儘いて移行する

が、口縁部の開きは小さい。 15は黒頸に近い壺で、これはやや肩が張る形となる。大型壺では

161こ示したものがよく遺存する例。他には口縁部を肥厚させず、頸部・肩謳9こ沈縁を刻む例

(2号竪穴）、撫文とする例 (83号竪穴）｀口縁部内面に枯土帯を貼って肥厚させる例 (35号竪

穴）、同様にして頸輝外面に段を巡らせる例 (73号竪穴）などがある。甕棺もこの時期に属す

るものであろう。

聾 口縁形態は1期としたものとほとんど区別がつかないいただ、全体の器形を見ると長l111

化が著しい点特徴的である。胴部の張りはむしろ弱くなる。文様としては依然lll郎下の沈練・

口端郎下靖の刻み目が一般的であるが｀沈線を巡らせる位置li.l員部に近くなる。 47のように箆

状工具を用いた珊突文が1例見られる。

置纂II中期初頭l

石丸遺跡3号貯蔵穴の資料を中心とし．本遺跡竪穴の資料を一部加えた。石丸遺跡の他の竪

穴からはほとんど遺物が出土しておらず、この竪穴の状況は際立つ。いくつかを抽出した。

壼 底部を除いてこれが図示されたすぺてである。 17は口嬬邸内画を肥厚させ、かなり下が

った位置に突帝を巡らせる。頸部は長く、外面に多条の沈練を付し、その直下にも樟文する。

北九州・下関周辺によく見られる土器である。 18-⑳liC字形にカープする口類部・球形に近

い胴部など城の越式としてよく紹介される形態を有する。

甕 55-59・61・64に示す土器が当該期の典型として挙げられる資料である。口嬬部外面に

粘土帯を付して断面を逆L字形に成形する。甑面三角形1こ仕上げる例は本鍮域では乏しいよう

である。底部は一殻的には極度の肉厚•上げ底にするが、この点は随分と弱められて表れる傾

向がある。 52-54などは1日態を残して如童形口縁となるが、 II!部の豪り、口径・器高の比率1こ
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おいて前者が大きくなる点で前代のものと異なる。

WIii! I中期前業）

本遺騎の竪穴出土資料を允てた。

壼 口樟形態には彎曲しつつ大さく開く広口のものと鋤先状となるものとがある。前者はロ

端部が小さく肥厚して上方につままれる例が多い。 67号竪穴出士例のように水平に近い平坦面

となるものもある。 29のように内面に突帯を巡らせるものもある。鋤先状口縁を有するものは

器形の大小によってやや形態が異なる。 28・29は大の部類にはいる唯一の例であるが、広口壺

の口縁llll内面を肥厚させたと言うべき様相を呈する。小型壺は直行して開く頸部の上靖に平坦

iliiを付した形となる。いずれにしても内Illへの突出はまだ小さいものが多い。

聾 口緑鵠が内liilこ稜をもって rく」字形に屈曲するタイプ、そしていわゆる鋤先状となる

ものとがある。 rく」字形口縁を有するものは口靖郎が断ilii方形になる例、上方につまみ出さ

れて跳ね上げ状になる例、口縁部外面が小さく膨らむ例などがある。鋤先状口縁をもつ例は上

iliiが水平に近く、内霞への突出も小さい。胴部はいずれも口径に近くなり｀張りをもつ。

以上．今まで公表された資科を用いて飾期中葉から中期前葉にかけての土器の変遷を!~IV

期に分類してみた。同一竪穴出土の士器群を検討なしに一括とするなどの手続き上の問題や筆

者自信の不勉強も災いして不傭な点が多々あると思う．たとえば、旧器に比定した14号竪穴出

土の甕の口縁形慈は板付遺跡1註3)では中期前葉一ここで言う1V期に相当ーとしている。そう

した点の検討も含めて今後の修正・補填を待ちたい。

ii)地域性について

この問題に関しても資料の絶対量の不足は否めないところである。ここでは大きく前期・中

期に分けて若干の指摘を行いたい．

蔚霧 (l. IlJIIJJの土曇

中葉に比定した小型壺の一群は弥生文化の流入からさほど時期を経ておらず｀当然ながら福

llll平野のそれに近似する。しかし、後葉に近くなると壺の胴部は極度に張りを持つようになり、

北九州•関門地域の形態に近くなる。施文原体に二枚貝の腹縁を使用する点も彼の地の特徴で

ある。甕では後葉に至っても長胴化するもののIB態を留め、文様は発達しない。凹号竪穴出土

例に見る刺突文はやはり東方の影響であろう。

以上の餡に、大井三倉遺跡の亀の甲タイブの甕、 83号竪穴の下城式と思われる口縁部片、 74

号竪穴の朝鮮系無文土器の小片など．各地との交流は確実に行われていた。

-125-

1
 

9

；
し
』
~

ーふ



中期,w・い11111"1土翡
中期iJ)頭．いわゆる城の越式に典型的な口嬬部を11li面逆L字形に仕上げる甕はこの趣域で.. 

必ずしも人勢を占めてはいない。また三角形に仕上げる例はより希少となる。本遺跡自体当該

期の遺構が倉揖であった •I能性も排除できないが、比較的近くに位置する古賀町化見遺跡・同

浜山遺跡の資料と比較すればかなり異なっている。本遺踪では依然として知意形口緑甕そして

rく」字形口綽が主流といえる。また、やはIJこの時期の特徴である極端に肉厚で綱縁が強く

＜ぴれる上げ底の底部も本遺跡では特徴が頭められた形で表れるのみである。

戟棄にいたっても鋤先状口縁・ rく」字形を呈し端部をつまむ躁ね上げ口縁が混在するが、

今後統計的な処理も必要になろう。

以上、簡単に見てきたように、この地域では弥生文化が波及してほどなく、より東方との関

係を強めるようになる。西方の人々が大陸を志向してこの地を含む東方を顧みなかったものか

あるいは先進地域としての酋方に吸収されることを恐れてこの蟻の人々が東方を志向したもの

か。現在から見ればこうした状況がやがて甕棺墓の風習する地域外に位置づけされることにも

つながり、青銅器分布圏からも取り残されることになる．もちろん背景として可耕地の狭さ、

生産力が乏しかったであろう点も大きな要因である。

iii)竪穴と住居跡

墾穴

竪穴の形態について少しまとめておく。

床の平面形,;Pl形を基本とするが、歪ん

だものや長円形を呈するものがかなりある。

時期的、位置的な偏りは見られない。

床面の規模（直径）は 1-3.3mの中に

収まり、特にl.8-2.6mの範囲に集中する。

この点に関しては概して古いものほど大き

く、新しい例が小翌化する傾向が窺える。

また．市内曲香燿遺跡（註"では底径3m

菌後の規模の例が多いのに比してより小型

である。

深さに関しては削平の程度もあるので参

考とはしがたいが｀良好に遺存する 5・85

号竪穴を見てみよう。 5号竪穴ではフラス

コ状郎分の高さが1.9m、それ以上に直径0.
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第1羨 冨地原楕木遺躊竪穴遣綱一覧表

直Ill書分 蝙区 1床函形駅 級U:11111) 澤さ(111) 畠土遍檜l ＇騎鴫 ． 号
I 8 . ぷ菫l'l底 ,., 0.3 .t 昌 n-璽

' ． ． ,., , .. ． ， ， I B . Pl 駐 3.0 ,., ． ， , Pl→ P7-Pl4 
• ． 不墾円底 J.3 1.1 , .. ． 
s ． 円 形 ,., ,., ． n ． ． ;J; 董H形 Z.6-2.8 ,., ． D 
1 B ． 1.7 2.-4 0.6 る康T p3-p7-,.p1,t 

8 B ~ 形 {2.0) 1.0 ， PS. →『蕊， ． ． 1.4 ,., 士笞 ， 
" B 不雙円形

,., ,., 底に浅い土墳

II B ． _J.t ,., • ． 貸状呈せず
12 B Pl 形 ,., I.I • ． 
13 B ． (2.,1) 0ぶ ． ， 
14 B ． ,., 1.1 • (I籍） ． Pl-P7-Pl4 
IS 8 長 Pl形 1.3-1.9 .. , • (l I D 
16 8 Pl 形 ,., 1.3 ． 
17 8 ． 1.1 ••• 暑 C II砥石｀石廉T u P42-Pl7・PU 
18 B ． ,., ... 曇 co

＇ 19 B ． ,_, •. , ,. ． ． ,., .. , 土蓄(I) n 
Zl 

＾ 
ゃ ,., 1.3 ． B 床にJJ•ピ.,l-109 

2Z 8 ． -,~ 1.2 • (1) 

＂ 
PS-P22: 

23 8 ゃ , .. 1.0 ． ． Poll→ P?3 
" B 
． 1.0 o.s • (1) 

＂ 
P心ーPl7• P公

25 B ． 2.5 , .. ., (l) 

＂ 蕊 B 1'1形 9 1.0 ． I 

"' B 不甍円彰 ,., 1.3 ． ． ,. • 円 彰 , .. ... 争 ． 
" B 円形 9 ••• 
” A 長 1'1形 2.3-2.6 ,., 土喜 ＂ 

悶仁
31 B ＊ 1.2-2.0 •. , 袋せず

捻 B l'I 膨 1.5 I.I 

" ． ． 2.0 1.6 土霧

＂ 
P← PJJ 

3ヽ • ＊ ,.o 1.3 ” ， 
" B 
.. 1.5 , .• ． u ,. • ． H.5) 0.3 ． D-N p町 •P38-P36

"' B 円彫？ (2.2) l.3 ． D-N 各遺構に分離できず量
潤 B Pl 形 1.9 , .. ． 

u―" も少ない蕊 8 ． 1.5 1.3 ． I 

“ ． 参 1.3 ,., 袋状呈せず

" ． 景円形 1.8-2.0 1.9 土暑 n-量 f,11一P23
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逍携奮I} 嶋区小面郎 i磁往<ml I 11! さimt I 出 _t遺物 ！峙闇： 蝙 考

42 B I 11J 給: 1.9 , o.9 I土器
• u 7 I .• P, 看ff切2一合• , rn. .,u.≫, 屯.. でさ

“ I 8 I fll彰・?
I o., 

＇ 
“ ． Pl 影 (2.01 ＇ 

1.0 土醤 ， :: 井-1•U-l'.<:1
4S ． • ヽ 2.3 o., .. ． 尋 ,., ... I _t 四 n IP給『お

" A ． ， 
,., ,.,' I ， 阻:-•·羞1一,.勾

48 ! A ! ． I ,., ！ LI ！ 
＇ 49 ! A I ． ， ... l.4、土塁 i • 

so I A 艮 1'1形 ?.S-?.7 ,., ． !' 床に溝あり
51 ! A i fII 形 ,., LO ., I l) ， 」
" ' A I艮円形？

,., ！ '-' i - )P笠ーP鵠
53 A Pl 彩I , .. ,., 土塁．畠；石 ， PS3-P30 
" A ． 

,., 0.9 ． ！ ， I 
55 

＾ 
． ,., ... ． 

＂ 
i PS1一応5

“ A 
． ,., LS ＇ ． ， 

" A ． LS ,., n P岱一PSS
這 A ． , .. ,., 土醤 D Pst-P謬

” 
＾ 

． ,., 1.6 ． ・a-■ , rss--r59 ., Ai不登Jq形 ,., 0.7 I 
61 A'円 形 ,., 0.9 D-11 i P&t→ P61→ P63t 
62 A ． 2.4 , .. 土醤 •-• 
" A 

． 2.0 ••• ． ■-IV ! P6t一P63l

“ 
＾ 

争 2.1 , .. ． J p6f; →『61

的 A ■Pl影 1.7 1.0 ． ． 
＂ 
A Pl 彫 1.9 o., ． 

＂ " 
＾ 
’ 0.9 ,., 事 ．管杢 ． 』 P乃 P61

“ A 
． u 1.3 参 l p窪→『緯

＂ 
＾ 

． 2.2 0.9 ! u-■ 

＂ 
A ． ,., o., 土蕃 ・ー• P10-S811 

71 A ． 2.7 1.3 ＊ ，球状土襲 [P72→ rm 
72 A ． 2.5 0.8 • (PだーP71l
” A 

． ,., ,., ~ . 石麿T U-N ,. 
•· 隅U如 1 5-2:.0 '-' 警 (21

＂ 75 A 円 影 1.0 .. , ． D-1 

l 
. ! 

花 A ． , .. I、3 ． ・P1合『鵡
77 A ＊ ,., .. , ， ● -N 
78 A ． z.o I.I ， 

＂ 79 

＾ 
IUl'L 1.8 ,., ， ， 'P'i9-『67.. A 

＂ 
形 ,., 1.0 ., I Z l .D I (PTI-P80} 

●I A ， ,_, 1.7 • I I l太型蛤7J石斧， D :P鯰 P8l
112 ＇ A 艮円形 , .. 1.9 ． ！ • j P!Z--『81., 

C ． ーふ0 2.9 暑 ．太也蛤JJ石斧 I '(P85-P誌）

“ C 不慶円彩 , .. ,., 35 C 円 形 , .. 2.0 士喜 (P晒,-pt13)
紀 C 不隻円彩 2.7 ,., i ，牽に柱

-I蕊一

l 
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Smの筒状部分が0.9m続く（上半の関く部分は壁が崩落したと見なLた）。お号竪穴ではそれ

ぞれがI.Sm、0.5mと同じような形態となる。もっとも理解しやすい例である。しかし、 5号

竪穴に隣接する4・9号竪穴では．壁の立ち上がりこそ内傾するが、 0.6m・0.9mの高さが残る

にすぎない。一方で5号竪穴の存在からみて大きく削平されたとは考えられない。したがって．

いわゆる袋状竪穴に上記のような異なる形態のものがほほ同時期に存在することは疑いない。

住居躊

11棟の住居跡はいずれも遺存状態が悪く、住居跡とすることにためらうものもある。中、こ

こでは竪穴との同時存在が推定できる例を扱うが、遺構そのものを対象にするには資料不足で

あり、専ら変遷を跡付けてみたい。

竪穴との同時性が確認・推定できる住居跡は11棟あり、いずれも円形ブランを有する。位置

的にはA区とした主尾根上の西欄にSB4·6-8·9·11の 6 棟が• B区とした酉鯖に派生

する支丘上にS85が1棟、そしてC区とした最北郭の一段低い部分にSBI2・14-16の4棟

がそれぞれ位置する。そのほかにも柱穴の一部を確認できた19号墳・泣号墳下層 (A区）．多

数の柱穴を検出Lた15号墳下層 (A区） ・C区などにも住居跡があったと考えられる。

A区では各時期を通じて 1-2棟の住居跡があったと推測され、逓形的にみてもこの集蕗の

中心的な位置を占める。谷を挟んで対峙する冨地原小嶺遺跡を含めて考えても、榛木遺跡の集

落跡が小嶺遺跡に背を向けるように西偏に集中して立地する点を考慮すれば｀両者は同一の共

同体を形成しているものの、単位としては別園のものであったと考えられる。

B区では住居跡としてはN期に属するS85を1棟確認できたのみであるが｀もちろん1111平

されてしまった住居跡がないと言い切れない。しかしいずれにしてもA区に比して集中の度合

は顕著に異なる。このことはこの区酉が当初は居住域とはされず｀光岡長尾・曲香爛遺跡の状

況に似て竪穴群のみを配置していた可能性

を残す。

c区では住居跡とした遺構は4棟である

が、多数の柱穴の存在、そして丘陵がさら

に北へ細く延びることから他にも数棟が存

在したものと思われる。しかし、周辺鍮形

瀾量図をみてわかるように尾根線1よ痩せて

おり、東西は谷となって落ちることからさ

ほどの規模は想定しがたい。竪穴の密度を

みてもそうである。

第100図に住居跡・竪穴を時期別に分類

•区

＾ 
B 

C 
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纂 2霙住屋鯵・竪云闘戴別宣遍賽

崎閾 住 筐 璽 穴． E●績下讐
" -• ss, ． 

I ,., , 
冒～＂ S Bil ， 
＂ 

◄ S87) S89 ， 
不 9 2-1・19号鴫下讐 SB4 

" ， 
" •-• ， ． 
' •-• ， 

＂ 
S●9 ， 

,, 明

" I ， 
•-• SB!~581、， , .. 
璽-•

＂ 
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彎 ' 
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纂100園 住居躊・竪穴時期別配量図
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してみた。

その旗提として．竪穴，，，時期Jt定の問題がある。周知

のように釜穴内で使用時の状態を残して遺物を出土した

例はほとんどなく、大部分がごみ捨て場として役割を終

えた状態で検出する。その場合は竪穴を使用した時期は

厳密に言えば出土遺物の年代を襴ることがわかるのみで

ある。一方で、竪穴を発掘すれば、嵐土と地山土との区

別がつかず検出に苦慮することは往々に経験することで

あり、大部分の埋土が地山土を揖削した直後の汚れのな

二 PIS

豪アミ 9が編蝕上層

乙 Pl8 

い土からなり｀遺物を含む腐食土層が貫入していること 第101図竪穴土層実測図 (1/80)

もごくありふれた現象である 111!1版31、第101図）。この

ような竪穴内の堆積状況は意図的に埋めて塞いだと考えて間追いないであろう，一般に袋状竪

穴はその名の通り断面がフラスコ状を呈し、管理を止めれば壁は容易に崩落するe 群集するこ

とも考慮すればなおさら埋め戻しが必要となる。したがって埋め戻しは廃棄してほどなく行っ

たとするのが穏当であろう。出士遺物との時間差は一型式に想定される時間差にl1:ペれば無視

できるものといえる。

また、すべての竪穴から等質に遺物を出土せず｀皆無あるいは数点の士器を出士するに過ぎ

ない場合が多々ある。前者のうちで切り合い関係を有する遺構については本遺跡で確実に1期

に属する遺構がないことから、 n期の遺構に切られるものはやはり n期に比定Lた。後者の場
合も強引に時期比定したが、上述したように如意形口縁の甕は小片では確定しがたいために11l

を持たせ、ここでは新しい時期に含めている。

各時期を通じて言えることは爾期以降竪穴が瀬減すること、傾向として丘陵の西側に分布す

る点、住居跡が削平されていることを考慮しても最低単位に近い点を指摘できる。

以上、弥生時代の集落跡について薗単にまとめてみた。幾度も記してきたように集落のすべ

てを調査できなかったかも知れない不安と、浅い谷を挟んで東に位置する冨地原小巌遺跡の整

理が終了していないこともあって充分な検討ができなかった。機会があれば改めて考えてみた

い。

iv)土城墓群について

先したようにIll基を検出しており｀すでに削平された数を加えればl印基近いー大土壕墓

群であったと思われる。この近くでは鞍手都若宮町汐井掛遺跡で弥生時代後期後半～古墳時代

中期にいたる（石董）土壕墓・木棺墓・箱式石棺墓280基が調査（註 1)されており書鞍手
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第3表冨地原梅木遺躊土蠣墓一覧表

上 覆 ！ T 履
贔●量号 ． ． ． 轡 • ． ． 出量 l●ェ●直畢I． I! .'員ぶ●X贔：：， 綱^． l.l>< 2. i X I 03) ・丸● Z.7 xo. sxo.z 鉄 1111査不賣冴

， 
“号珊， 馴蠣民 ?.~>< t I.ti ><O.G ●彙艮 1.7 X0.6XG.Z. 5K3S-SK3 償鑢土船嚢鼻LFL石I

• ・上● !.6XI、ixo_g ・丸● I S,x0.7>=0.3 

' Z .8>1 t.t;.:O.f 
． 2.oxo.txo.s 土墓多い嚢鼠.t覇）

｀ 
3基重竃欠書

＇ 
鼻 2 :!;)11(1.J)O.I SK8-SK1 下殿未遍鯰． 2.SXIぶXIIぶ

• 円
l.6X(0,.1)XQ.l SK8→ SK1 上~·段一帆覺I~婁~1'11110)

， • 3.0,cJ.IXO.I ． 1.1xo.1xo.1 r駁jlf小nに輸土

” ． I息xo.,xo.s
u ． I 3X0.5XOふ SKUーSKI?

" 不警● I.J:w.O響Sl'IO.:? Sti.UーSKI!.. 疇足• L嶋><:0.7>1:0. .& 

" ． ＂ 長影に五く結土●＜

" .... L,tX0.6XO.l 
" 

． l.&XO.!X0.5 
＂ 

． l.3X0.6XO.<I 償麟土笞（裏柘i 石量土●

遠 ●九晨 t.J,,: (L$ixl).$ ． I .3XO. 6lC O .5 ●五2(●小土●ト

1● 不璽• 1.sxo.axo • .f. 

” •• I .IX(D.6)XD.ti 石●十●

• 扇丸長 % 7><(6,S.)><O.? ●丸長 t.oxto.oxo.1 
~ 2. ヽx1.oxo.1 • 円 ZJiX0.1Xい

~ 不• J.9X0.9X0.2 

“ 讚ん皇
1.8)(I. 7XO .6 ●丸● l.l!X0.6}(0.5 •• It 

ぉ ． (:!. llx 1.0,,:0.1 ． 1.5)(0 8四．着
~ ・丸長 2ヽ Xtl6)X0.{ ●●畏 1.7:.CO. 7X0.4 

” 刊劇~ l .5X0,6X0.3 

" 鵬丸長 l .9Xl.SXO.S ． l .• iXO.SX0.5 立寧に職l

匹 2.sx1.sxo.s •u t.1:.:o,s:.:0.,1 SKZ!I-U号墳鼠濤

” 
． Z J.X 1.lx0.5_ ． t.7X0.5X0. 曇 SK30-SK31 慎戴土嘗9置）

”’’ 量 J.1X0.6X0.4 SKJO-SKll 

｀ 
凧丸長 1.,xo i)xo., 長円 0.8X0.$X0.5 

D 會 %.0><1.SX0.3 ． l.liXO.l!XO.li 下豆に帽鱗する良化檎

“ 
． 1.1xo.axo.4 ●丸長 tl.=>X0.3X0.2 

" 
． ll.1)XU.0)'.<0.6 ． 0.9ic;O.、xo.t 5 KJS.-5 K36 髯●ミスか

葺i 不艶円 {o.a,xo.axo.a ． (0.5)lCO. ヽXO.l SK3S-SK鳴 嚢麟土器（富杯） 髭●ミスか

I 
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i J; ft ! T 段

' i ●●● 切 合 這 囀 ． 考
！ 駐 I I! ●，員重●心•i 彰 1 社 ■ •11.•• 鼠濃，

＇ 
： 

” 鯛凡•
I 8><1.0ぷ0.5 閾九● P.i'><tl,&x0.6 Sl,!l--SK撼→~K鶉 糧b漏込む． ． I 8>< 1.oxa 5 • 円 1.2>C1l_S><O 4. 

si.,,..,si. 夏...si. 這l

• I• 1ふ><0,:1><0.? SK:s;-SK置 Sl箕l ！ 

鉛

＇ 
工珍鴫

" ＇虞凡員； I 9><11.01><0.J I■.l. 長
U,r;O.IXP.-1 st.u-SK4t 晨F段:n主鱚が●なる

“ 
＊ 11.oxt.l><O.l l'l.8x0.t XO.l SK鼻 I—SJ.;』2 I 

“ 
I 7XO』XO% ． l. l><G.t XO.l SKO-Sll:U I • .,, 'fltlll. 最長1:W;.t

“ 
長 0.S xO .4X0.] I SK4S--S t;;;.≪ 肩●代

" ●丸鱒 Iぷxa1xo.txo.2i SK心 SKW

船 閏丸● l,1>10.J:><0.3 I•l>t皇 1項!G.lml

" . ~ l,1><1UX0.2 SK7tーS駈11 材状え.litll小it

鵠 ●丸晨 1.9,Xl).,x コ— +-n1J11に蒙

" "' "' • I.S)ll).S>:O.~ 

” 
l.iX0.5)C0.4. 

" • 円 1.1XP.SxO-.,i, 

~ .... (t.1 J x l.6Xll.S ． :t.1xa.,x~.z I SKS2--S Kおけ9 土麗量出土？

~ 鵬丸長 2. l lC I .JlC0.3 ●丸長 1.ZXO.l>tO.$ SKS&-Sll認 .. 9呼..の織り込み

” 
． 2_3:,c 1.sxo.2 鵬丸繊 ,.axo.3-i0.1 ><O.S SK5-'-SK5.1 帖土纏葦込み

出 I 111A.II: I . .!XILl-0.SXO.! 

“ 
． I.8X!0.S)XI)ふ

~ ． 1.6X40.:l)Xll.3 
鵠 羅丸 1.1:i<jj.!.l,XO. l ..  長 l.7X0.6XO. 亀 彙鼠J'.Z'!'t壼l mは●る.tt? 

~ ． 1.1xe.rxo.: 
＇ ” 

鼠円 Ux0.61"0.5 sKeo--sxい

" 不覧長
z.ix1.sxo., 鴫丸長 l.lXQ.4:.:0.4 S駁60-SKM 倶量土醤（景し 紀位に識石

~ 綱丸長 2.6Xl.4XO.:, l.oK0.4:itO.t 

゜
不●● Z.2k0.8X0. 費肇ミスか

“ 讀丸曇
2.6ll I 1.3l)(0ヽ ●●● 1ふK(0.5IX0.4 傷皇ミスか.. ． 2.1)(1. IX0.3 l.5XOふX0.3 石●片 •石

“ uxo.sxo.• 

＂ 
●九長 2.10.0)XO.% ・丸欝 l.~!o<0.3-

g 
一

不璽緯 1.1)'(0ヽ 石憂土鯛.. 麟丸量 l.t:0:0.7XO.f 

” ●丸曇
(I.SI>< (1.51 ><0.( ． Iふ:,,:0.1:wro.!:

" 
． 2.3X10-7l X0.3 1ふXO.GXO.:> 歎戴土笞f璽）

n ． Z.5XI0.7 JX0.3 ． l.l ,,;I0.4J ,,;O.l 涅形ai:•I) 肇肛
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町高木遺跡では弥生時代前期末ー中期中菓にかけての土凜墓評等37基が調査湛8Jされている。

やや簾れた所では行犠市下稗田遺跡で（石葺i土墳墓・甕棺墓・箱式石棺轟等約250基（註いが．

foJlliJ田山遺跡では士壕墓174基・甕棺墓..基などの調査直10)が実施され．やはり大部分が弥生

時代中11111:Jt定されている。甕棺墓では筑紫野市・小郡市などで数百基単位での調査が行われ

ているものの｀弥生時代中期の土蠣墓詳としては県下でも有数の規摸である。

造営の時1111

埋±中から前期に属する小片が出土しているが、直ちに土壕墓に伴うという状況ではなく．

周辺に該当する時期の生活騎が密集して存在することからみて視入と考えている。

供猷された土器から握して造営時期は弥生時代中期におさまるものであるが、特異な形懇の

土器が目立つ。 SK3のような筒形の頸部を有するもの、 SK30・31ように慧頸あるいは短頸

の形態で●先状の口縁部を有するもの等である．

口縁形態のみに注目するならば、 5号土潰墓出土例が発達の度合・円形浮文の存在からみて

中期後葉に比定できるものであり、 93号土墳墓例もそれに近い時期の特嚢を有するがより先出

的である。他の壺は胴部の張りが強く．最大径謡が中位にあること、頸部が縮まることそして

鋤先状口縁があまり発達していないことなどから須玖Il式の中でも古相に近いと考える。高杯

も相似た口縁形態・調部の発達度から同様の時期に属するものであろう。

上記のように比定するならば、生活跡と墓地の造営のJ11に時閏的な空白はなくなり．生活の

場を放棄して後に墓所と定めた、あるいは墓所を股定したがために生活の場を移動したものと

いえる。後者の想定がより実情に近いであろう。

墓地群の形成は、 SK79·80出土の土器がSKS•30·93等から出士した士器よりも古相を

示すことすから大きくみて北から甫へと拡大して行ったと思われる。群の構成は一連の規l!I

の枠内にあるといと比較的短期J11に造営を柊えたものであろう。ただ、墓濃の形態に連紐的

な変移・規則制等を認めることはできず、詳編は不明と首わざるを得ない。

土讐墓の配列

全体に痩せた尾楓上に位置するために主輪は方位によらず等高纏1こ滋ったものとなり｀した

がって全体を見れば主軸方向に規則性をもって配列する格好となる。しかし、現状では列から

大きく外れる例がある。 SK50・51・67、そして15・17・1旺閃墳周辺の数基である。先fl)3基

は位置約にかなり下位にあるとはいえ、周辺が古墳築造時・ 1111墾時に大きく改変されており当

初から孤立した存在であったとは言い切れない。それに対して上記の古墳周辺の士蠣墓はすで

に住居跡・竪穴群が存在していることから尾楓上の一群とは距麓を置いて造営されたといえる。

尾根上の群は大きく見れば列状に配量する。配列の乱れは南蝙fl)-孵｀およr/24号墳下層fl)
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一群で期著に見られる。北端の一群1こついてはいずれも暴讚が一段である点で共通する。 4基

は長軸がl.l-1.4mと小型の部煩に属するがSKIOのように長輪が1.8mを瀾る成人用と見ら

れる例があり、一概9こは言い切れない。

24号墳下層の土墳墓群は位置的には最高所にあり、平坦面がもっとも広い地点でもある。等

高線自体が本来は弧を縞いていたためもあって｀ ±!Iii墓の主軸方向も大きくはそれに従う。中

で1111著に主輪を追えるもの1こSK31・37・39・43-44・47・95等がある。これら1.ISK39・95

が1.6・1.7mの長さを有するものの、他はいずれもl.lm以下の小型の土饗墓である。また．

15号墳下層のSKI偲も同様である。以上のように見てくると異なる主輪を採用する±!Iii墓に

小型一幼児あるいは小児用に供された例が多いという傾向が窺えよう。先にも記したようにす

ペてが幼少児ではなく、成人用と目される例もいくつかある。 SKI0-39・95等であり、また

SK13・ISもその可能性がある。一方で、多くと同じ主軸を採る幼少児棺も多数存在するとい

う事実もある。このような現象は甕棺墓群にも通有の事であり、葬法は異なるとはいえ、葬鯛

としては共通点が少なからず存在したことを示す。

SK 11え群の中にあって主輪を直行させる大型±!Iii墓として特異な存在である。が、それは

副葬品として希少な鉄文の出土によって裏打ちされるものである。先にも記したように占地画

では決Lて他を圧する位置にはないが、鉄文を所有しうる階層であるというその存在を誇示す

るために、集団内の規制を乗り越えた結果と考えられるのである。

出土遍輪について

出士遺物は111して乏しい。確実に副葬されたものは鉄文 (SK!) ・鉄鏃 (SK53) ・刀子

(SK75) ・管玉 (SK18)、そして個別の土讀募に供献された土器群である。

SK3出土の石鏃Ii床面よりやや浮いて、被舞者の胸郎付近から出士していることから職い

の犠牡者の体内にあったものかもしれない。 SK43・103出土の磨製石鏃は残存する部位・墓

壌埋土上層から出土したことなどからそれぞれ混入、あるいは副葬に関わるものと考えられる。

また、 SK65・75出土の石剣片は残存する部位・磁損の状態から混入と考えてよかろう。

SK53出土の鉄鏃は後期以降に出現する形式であると言う（註11)。しかL、先述したSK52

を除いて本遺跡では確実に後期に下る士讀墓はなく、構造的にもSKS31こ特殊性は見られない。

したがって調査の所見としてはこの鉄鏃も他の±櫨墓群と同じ中l111中葉ないし後葉に位置付け

せざるをえない。

祭祀影■について
今固調査を行った土漿墓群に関しては｀祭祀土坑SK200とした円形9卜土坑以外1こ｀当該期

の墓蟻群に一殷的に付属する不定形祭祀土坑を検出していない。未調査部分を残すとはいえ、
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島地群に接して営まれることが通有であり、本遺跡では設置されなかったとしてよいと考えて

いる。 9がltllllで抹集した貨科は土擦畢群に対する祭祀9こ供されたものに間違いなかろうが、

これは明確な掘り込みを検出できていない。

祭祀l:坑SK2001む遺構配置図で見るように谷の入口部近くにあって、土讀墓群とはかなり

の距離をおいており｀個別土壕l11の祭祀とは考えられない位置にある。また規模からすると群

全体に対するものとも思えない。検討する資料が乏しいが、ここでは思い付きの一案として

｀所として使用する行為に対して土馳神の貯諾を得るための1r為の跡」としておきたい。も

ちろん中国的な買蟻の思想が存在していたとは思えないが、水に対すると似たような祭祀行為

が行われていたことは充分予想されよう。

次に、本遺跡では土壊墓の墓壕内に壺（高tf)を供献する例がl3例認められた。 SKl7が頭

位の石蓋下に.SK認が頭位の中輪線上に、そしてSK96が頭位西側にあったが、出土状態を

肇認できた飽例ではすべて頭位の東胃9こ規則的に埋置する（ただしSK58・36では出土状態を

確認できておらず、 SKS は推壽に基づく）• S Kl?・82はそれぞれ長軸が1.3・0.9mと小型の

郎類に属し、幼少児を葬ったものである可能性が高い。SK96は不明な点があるものの．深さ0.

2mの一段墓墳からなり~ それを切るSK65が深さ0.6mであるのに比して浅く、やはり成人用

でなかったと考えられる要素がある。したがって｀数少ない例ではあるが成人に対しては頭位

の右（東）鑽9こ｀幼少児に対しては頭位の延長織上に供献するといった約束が存在Lていた可能

性がある。このような例は土壕墓群を調査した鞍手郡若宮町汐井掛遺鰤・同鞍手町高木遺跡・

北九州市馬場山遺跡（註12)・同井手尾遺跡1註13)・行橋市繭田山遺跡・同下稗田遺跡等の近隣の

遺跡では確認できず，唯一知りえたものが第4図に示Lた市内光岡草場遺跡である。そこでは

頭位の左（西）側に曇先状口縁の壺を埋置する。供献の場所に左右の追いがあるものの同様な祭

祀が行われたことが知られる。壺の胴張りが弱いことから本遺跡より少し後出的である。

供献された土器9土詳細の不明なものを除くと大部分が上段嘉糧中に埋め込まれた状態を示し

ている。 SK3では上段墓蠣底1ご密着しているが、斜面の下位に位置し、墓禦の深さが不足し

たものと解される。また．各個体を見ると器表外面でも殊9こ上半の風化が著しく、かつ上半が

押し潰されているものが大蔀分である。したがって、供献の方法としては一定程度墓績を埋め

戻した後に壼を据え．上半が露出するような状態にあったと思われる。

また壺供献の意味についてはSK79・80の内面底部付近9こ光沢を持つ付着物があることから

内容物を供えたものと解してよかろう。

v)弥生時代後期～古墳時代初頭の住居跡

調査区の南躍近くでS81-3を、そして北嬬近くでS810・13・17を調査した。いずれも

開平が著しく、ペフド状遺構の一部は確認できたものの、その配置の全体を把握するに至って
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いないが、「コ』字形あるいは主柱穴とれ角/ii句，，2辺に設置する形態が多い。主往穴はIF細

小明なSBl7を餘いていずれ1,2本である。

時期的には弥生時代の後期あるいは占墳時代の初頭頃にかかるものと思われる。住居の廃絶

総閏もなくして24号墳が造営され、再びこの丘陵1よ墓所として利用される。

註I. 宗像町救青委員会「石丸遣踏 （＇宗像町文化財属査楓告書』第 4集.1980) 

2. 宗儘市教育委員会 r大井三倉遭鰭』（『宗像市文化財翼査糧告書』第II集.1987) 

3. 福岡市教育委員会「甑付J(『福爾市文化財鵡直輯←書』第お集、 1976)

,. 古賀町敦育委員会『花見遭蔦,(そi舅町文化財鯛査輯告書』第4集・"以）

問上 『花目漕檸第2蟻点，（吃買町文化財調査鑽告書』第9集.1986) 

S. 同上 『浜ilJ遺菖,,,古買Ill文化財調査輻告書』第1集、 1韓2)

帽111県敦育委員会＇浜 ilJ遺鯵8諭点」（『嶺綱県文化尉舅査輯告書』第紐集.I韓2)

,. 宗像市敦育委員会 r幽番煽遺鶴」び宗像町文ftlt躙直輯店盲』第1集,1984)

7. 幅躙県歎胄委員会「；；井揖遍墓」び若官•宮田工彙団論関係履葦文化財調査欅告』

-2-, I幽）

8. 椙嗣県教胄委員会「嘉木遺跡』（『九州頴貫自動皐逼関偏涅蔵文化財躙査籠告』

-x訃一、 1917)

,. ..,. 稗田遺鱚調査指導委員会＂稗田遺鰭』、 1865

10. 行橋市教育委員会＇菌田山遺鯨』,,行鶴市文化財調査量告書』第19集、 1987)

II・ 大村直＇鉄（り紅生文化の研究』 9 弥生人の世界、 1986)

12. 北九州市題蔵文化財躙査会＇馬湯山遺騎』、 1!>75

"・ 北九州市教育文化事婁団『井手尾遺鎗』（『北九州市遅蔵文化財コ宜寵古書』第祁集.1987)
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補記土壊墓SK6周辺出土の土器

冨地厭樟木遺跡の遺物整理は古墳時代以騒そして弥生時代とに分けて二年次にわたって行っ

た。注記1こしたがって一一部は遺物を実見したが 、;)別したためにここに輯告する土苫It'S

K6馬辺出土J ということで今回の整理1こなったものである。しかし、その形態から古式に属

する土緬器長頚壺の口緑部でありここに改めて報告する。なお、 SK6は3基の土凛墓が重複

していることが判明したために欠番となっている。

図示した部分の約1/2が残存する。中位がやや膨らんで｀口鳩部は内鱒へ小さくつままれる。

内外全面に赤色顔料を塗布した痕瞼が残る。

この土路は布留式の古い隋段に属するものと思われ、数mの距離を隔てる24号墳に伴うもの

と考えている。先に溝sos出土として示した二重口縁壼の残片、そして2号壼棺と同時期に
属するとしてよかろう。

゜ ''°、
纂I03111 土讀墓SK6周辺

遺物実瀾図 (J/4)
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後 記

以上で冨雌原樺木遺鎗の111告を終える。幾度となく記してきたよう1こ籠いの残る点の多い調査

であったが、一つの責任を終えて胸をなでおるす感がある。最後になったが暑い時期から寒い

時期にかけて困難な発掘調査に携わっていただいた宗像市在住の方々．地形測量・遺構実瀾を

手伝っていただいた椙岡教育大学・橿岡大学の学生詣氏、そして整理を完遂していただいた九

州歴史資科鯨の方々にあらためて感箋いたします。

名 残 N
一櫂肩県宗像市所在遺蓄，，癸掘置直攘古＿

宗像市文化財調査報告書第29集

平虞 3年 3月30日
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